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図7土 地被覆 分類 力テゴ リー毎の面積変化
i
プ ロ ジ ェ ク ト研 究1
富士 山周辺における自然特性に関する研究
(1)リモー トセシングによる自然環境モニタ リング(本 文18ページから)
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富士 山の代表種 アサマ シジ ミ(♂)
環境省指定絶滅危惧(VU)種。1999年6月23日、鳴沢村焼間で撮影。
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「自然環境」 と共存 した 「街」づくりの在 り方に関する研究












































































は じ め に
山梨県環境科学研究所は、平成9年4月 に設立 されて以来、「研究」、「教育」、「情報」、「交流」の各機能を
通 じて、自然と人との共生の実現を支援 している、本年も平成13年度の各分野の活動 を年報にまとめさせて
いただいた。
「研究」については、平成13年度 は大 きな節目の年度であった。プロジェク ト研究4課題 を終 了することが
で き、これで研究所の発足時にスター トさせたプロジェクト研究6課題 と特定研究3課題を全て完了することが












また、平成13年度には、前年度か ら引き続 き取 り組んでいる研究課題のほかに、平成14年度 から新たに取
り組む研究課題 として、プロジェク ト研究4課 題 と特定研究2課 題について研究計画を策定 した。これ らの












高いレベルの研究 を行い、その結果を報告することができるようになったことを喜ば しく思 っている。研究
所の研究の概要について御理解いただきた く"は じめに"の 中でやや詳しく説明 させていただいた。
研究所は 「研究」という柱のほかに、「教育」、「情報」、「交流」を加え4本 柱 として活動 している。これ ら












































































































































































































































































































































































































































































































































物質循環 システムの中で行われて きた ものである。この




















つは、県内の農林業 に対して大 きな影響 を与 えつつ ある
野生動物の分布 ・生態 ・保全 ・管理を追究する野生動物
保全管理学的なアプローチである。前者は主にプロジェ







質と量の違い等 によって地域 ごとに異なり、生体に対 し
て種 々の影響 を与えている。環境生化学研究室では、水







究に関する研究、および将来プロジェク ト研究 に発展 さ
せることを日指 した基盤研究を行っている。 さらに、今
年度からは特定研究 「高原地域の環境が人の心 と体 に与
える効果に関する研究」 に着 手した。脳科学 、生理学 、
心理学 などの手法を総合的に用いて、快適な環境を心 と
体の両面から評価する5`もの さし"を 作ることを目指 し
ている。
生気象学研究室
生気象学 とは気象の変化が人をも含め た生 き物にいか
なる影響 を与えるかを研究する分野である。基盤研究 と





人々は、自らを取 り囲む環境を変化 させてい くととも




どの ような影響 をおよぼすかについて、個 々の地域の特
性の違いを考慮に入れたフィール ド調査 を実施す ること









い、この地域の 自然環境の変化と社会 ・経済的な活動 と






















植物生態学研究室:中 野隆志 ・大塚俊之 ・安部良子
地球 科 学研 究 室:輿 水達司 ・内山 高
動物生態学研究室:北 原正彦 ・今木洋大 ・渡辺 牧
環境生化学研究室:瀬 子義幸 ・長谷川達也 ・
小林(保 坂)仁 美
環境計画学研究室:宮 崎忠国 ・杉田幹夫
山 梨 大 学:小 林 拓
茨 城 大 学:堀 良道 ・山村靖夫
筑 波 大 学:鞠 子 茂
東 京 都 立 大 学:可 知直毅 ・工藤 洋
東 邦 大 学:丸 田恵美子
玉 川 大 学:関 川清広
㈱国立環境研究所:野 原精一
県衛生公害研究所:吉 澤一家 ・小林 浩
1相泊然教育研究センター :白石浩隆




富士山は山梨県のみならず 日本の シンボルで あり、そ
の周辺に見 られる豊かな自然は世界に誇る貴重な財産で





を把握 し、将来的な変化 を予測す ることが重要である。
このような観点か ら、本プロジェク トは富士山およびそ























生の現状 を把握 し、温暖化に対して植生がどのよ うに変
化するのかを明 らかにする。具体的には、調査地域 とし
て環境変化に敏感な森林限界付近の植生と貴重な原生林
である青木 ヶ原樹海 を取 り上げ、温暖化による森林限界
の上昇や青木 ヶ原の植物相の変化の可能性 について予測
する。これ らの研究を詳細かつ高いレベルで行うために、




な自然環境を有 しているが、近年観光地、 リゾー ト地 と
して開発が進み、自然環境および、そこに生息す る動物




な影響 をもた らしているのかを調査す る。また、その成
果 を基盤 として、今後の富士山周辺の生物多様性保全の




地下に浸透 して周辺地域の湧水 ・地下水 となっている。












で詳細 な謂査 を行な う。その上で試料 を採取 し、物理



















環境 変 化 を把 握 す る ため に 、1995年と2000年の
LANDSAT/rMデータおよび1990年と2000年のSPOT/XM
データの地理、大気、輝度補正を行い、植生指数図 と上
地被覆分類図の作成 を行った。 さらに、樹木の種類 をリ
モー トセンシングで分類す るため、樹種の異なる トレー
ニ ングエリアを富士北麓地域に設定 し、LANDSArデー
タを用いた樹種分類図を作成 した。図8(カ ラー口絵2
ページ参照。)には樹種分類に用いた トレーニ ングエ リア




が著 しく高いこと、山の歴史が新 しいことな ど本州中部
の他の山岳と比較 して非常に性質が異なった山岳である。
これらの特徴 を反映 し、富士山に成立する植生 も他の中




ツ林や青木 ヶ原の ヒノキ ・ツガ林、忍野のハ リモ ミ林な














スラッシュ雪崩で、規模が大 きく、 しば しば森林が完全
に破壊 される。雪崩 は、五合 目付近の林の成立や遷移に
大きな影響を及ぼす可能性がある。
本研究では、富士山を特徴付ける森林の一つである五
合目卜f近のカラマツ林の特徴 を明 らかにす るため、カラ
マツ林の成立過程 と遷移について雪崩な どの撹乱と結び



















































ヒノキ ・ツガといった常緑針葉樹が優 占する林が成立 し
ている。青木 ヶ原の ヒノキ ・ツガが優占する常緑針葉樹




い、地質的 により古 い場所があ り、土壌 が発達 し、ブ

























稚樹は見 られず、 ヒノキやツガ、ウラジロモ ミと言 った
常緑針葉樹の稚樹が見られた。従って現在落葉広葉樹が
優占する場所も、いずれは常緑針葉樹が優占する場所に






の林が維持 されていると考えられた。 しか しなが ら、一
般のギ ャップ更新 とは異なり、遷移初期に優占す る落葉
広葉樹が侵入するところが青木 ヶ原の森林の更新の特徴




樹 が優 占す る元の林に戻 る。また、青木ヶ原に近接す る
青 木 ヶ原溶岩流の影響 を受けていない精進口登山道付近
は、土壌が発達 し、ブナやイヌブナなどが優占す る落葉














一方、青木 ヶ原の調査では、高 さ18mの林冠 アクセス
用 タワーを建設 し、青木 ヶ原の優占木であるヒノキとツ
ガの特に冬期の光合成の測定を行なった。その結果、晴
れていて も低温の場合、両種 ともに光合成が制限 され る
ことが、明 らかになった。地球温暖化が生 じた場合、冬
期の気温 も高 くなることから両種 ともに冬期の光合成が










ること。逆 に、人による環境への働 きかけ(例 えば、道
路の舗装化や植生への消毒、草刈等の頻繁な行為)の 激
しい場所や樹木が連続 して閉鎖的な 〔暗い)森 林は、蝶
の種数が少 ないことが分かった。一方、人工植林であっ
て も広葉樹か ら成る林は、蝶の種数が多いことも判明 し
た。これ らの事象が生 じるメカニズムとしては、撹乱の
あま りない、明るい空間を伴った森林は、林縁 部にソ




虫や成虫が利用 している草本植物が多種見 られ るような
森林がその多様性維持のためには必要であ り、たとえ人
手があまり入 らない原生的な森林でも、森林景観 だけか
ら成 る単一な環境では、蝶群集の種 多様性は高 くないこ
とが予測 された。
一方、以上の結果は、青木 ヶ原樹海周辺の蝶類群集 を
対象に した調査か らも支持された。これ までの蝶類群集
に関する多 くの研究 を通 じ、森林の林縁部が群集多様度
の高い部分の一つ として広 く認知 されてきたが、その理
由の一つ として、前述 したように林縁部にお ける幼虫や
成虫の餌資源の豊富 さが挙げられてきた。そ こで、 これ
を明白にするため に、青木 ヶ原樹海周辺の景観 や環境条
件の異なる全6地 区 〔同樹海林内地区 〔2カ所)、同樹海
林縁地区(2ヵ所)、同樹海近隣オープンラン ド(2ヵ所))








木本か ら草本に至 るまで、形態的にも、生活型的 にも、
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が確認 され た。また、長期にわたって利用 されていた餌
資源は、タンポポ類(6ヶ月間)、シロツメクサ(5ヶ月間)、













中でもヒメシロチ ョウ、ヤマキチ ョウ(写 真4、 カラー




性 を示唆す ると共に、レッ ドリス ト種 を中心 とした今後
の北麓地域の生物多様性保全策の策定が急務であること
が示唆 され た(補 筆すると、これらの種の多くは、既に
隣県の神奈川では絶滅 してしまった り(ヒ メシジ ミ、ア




を探 るために、哺乳類の調査 も並行 して行った。まず、
中型哺乳類の調査では、北麓の様 々な環境下でキツネ、
テ ン、イタチ、 タヌキ等の生息を確認す る事ができた。
特にキツネとテンは他の2種 に比較 し、高密度で しかも
広い垂直分布 を示 し生息 していることが分かった。また

















は、調査期間を通 して最も多くの フンが確認 されたのは







した。キツネは8月 、9月 と3種 の中では高標高に分布
の中心があった。 しか し10月から12月にかけては1,500m
付近で推移し、その後の1月 には1,723mで最大 となった。
これ ら3種 においてフンが採取 された平均標高は8月 か
ら10月にかけてイタチとキツネで同じような動 きを示 し、
11月から1月 にかけてテンとキツネが同 じような動 きを




果実 も無 く積雪 も多いため,地 上での採食が不可能と考
えられ、テンとキツネはより動物食中心の生活に移行 し




低標高か ら高標高 にかけて原生林の残存 している精進口
登山道周辺において、生息密度と垂直分布様式の調査を
行った。標高および環境の異なる6地 点(青 木 ヶ原樹海
2地点、本栖高原、登山道一合目、同三合 目、同五合 目)
を設定 し、シャーマ ン ・トラップ を用いたコ ドラー ト
(1ha)サンプリングを実施 した。結果 としてネズ ミ目の
ヒメネズ ミ、アカネズ ミ、ス ミスネズ ミ、ハタネズ ミと
モグラ目の トガ リネズ ミ、ジネズ ミの計6種 のべ全336個
体 を捕獲確認す ることがで きた(1998年度)。全6地点を
込みにす ると、最 も確認個体数(平 均値/地 点)が 多か



























ウラジロモミ ススキ ウラジロモミ ツガ ツカ ヤハズヒゴタイ
カラVツ カラマツ カラマツ シラピソ シ,ビソ ダケカンパ
圃査2回 隅査2回 田§3回 國塞1回 國査2日 国査2目
捕73鴨 腿 率59鴨 鍾 串74鴨鰯痙寧7q暢 掴 率31%捕37%
図11精 進口登山道沿いの6地 点におけるネズ ミ類の捕
獲個体数の比較(1998年)





占種の ヒメネズ ミ、中密度のアカネズ ミ、低密度のス ミ
スネズ ミ)がほぼ一定 している傾向が見られた(図11)。
また、各構成種間の密度 と環境選択の違 いは比較的明瞭
であり、 ヒメネズ ミは低標高から高標高まで、 また森林
でも草原でも見られる種 と考えられたのに対 し、アカネ
ズ ミも基本的には類似 していたが、森林よりは低標高の
草原で密度が高い種 と考えられた。ス ミスネズ ミも多地
点で確認 されたが、どの生息環境においても低密度種と
考えられた。これ らに対 し、ハタネズ ミは牧草地などの
草原地帯 に環境選考が特殊化 した種 と推定 され た。相対
的に森林的環境 を好むと言われるヒメネズ ミ、アカネズ
ミ、ス ミスネズ ミ等が青木 ヶ原樹海で優占 している状況












的自然の残 されているヱリァだけを保護 ・保全 したので
は十分ではなく、人間活動 と密接に関連 を持 った、ある





いの原生林地帯 より、 ヒメネズ ミ、アカネズ ミ、ス ミス
ネズ ミ等の森林性のネズ ミ類が比較的高密度で確認 され、
この結果より、この地域の森林が、これらの小型哺乳類
の生息 に良好な状態 を提供 している可能性が示 された。
















バナ ジウム:従 来か ら報告 されているように富士北麓






















士山の溶岩が到達 している地域で高い傾向が認め られ た
が、バナジウムとは異なり、富士 ヶ嶺地域 と山中湖周辺
の水源のフッ素濃度は、それ程高くなかった。
























も高かった(冨 士北麓地域の硫酸イオ ン濃度 は、L6～2,9
mg/L、塩化物 イオン濃度は0.5-0.9mg/L)。










水中酸素安定 同位対比(δ1℃)を 測定 した。 δL℃は、
試料の水に含まれるL80の割合が標準海水と比べてどの程
度 多いかあるいは少ないかを示す値で、水の 「重 さ」の
指標となるものである。1℃を含む水分子は重いため、蒸
発 しに くく、また高標高 まで到達 しにくい。その ため、
高標高由来の水の場合は δ1℃値が小さくなる。測定 した
試料の δL80は一12.2臨一一8.2脇の範囲にあり、いずれ も





















































































灰なども挟 まっている。 さらに、富士山以外の遠方よ り
23
飛来 した火山灰 も堆積物 中に挟 まっていることもある。
この堆積物 に記録 された環境情報を読みと り、環境の移
り変わ りを探る研究 を進める上で、最も基本的でかつ重
要 な作業は、堆積物中に記録 されている出来事 が何年に
起きたかを知 ることにある。そのために堆積物の積 もっ




利用 した ものである。これは砂時計で時間を計 る方法 と
似 ていて、湖底に堆積物 が積もった時から現在 までの経
過時間(年 代)を 炭素14元素の減 り具合 を測 り、年代 を
測定するもので ある。この方法により、河口湖や山中湖




見 られ るよ うに、火山から噴出した火山灰は偏西風にの
って東に広がる。今か ら約300年前、西暦1707年(宝永4
年)に 富士山が噴火 したときの火山灰の広が りの様子が
現 されている。 この時は約100km離れた江戸(現 在の東
京)で も火山灰が積もった記録が残ってい る。 この宝永
の火山灰は我々の調査により、山中湖の湖底堆積物にも
記録 されていることが判明 し、堆積物の時代 を知る重要
な手掛か りになった。また、図15は約2万5千 年前に九
州鹿 児島湾にあった姶良カルデラという火山から噴出 し
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大 阪 市 立 大 学'吉 川周作
金 沢 大 学 山本政儀




過去の環境変遷 を長期間にわたって詳細 に記録 してい
るものを探 り出 し、そこか ら過去の環境変遷 を正確に復
元 し、復元 された過去の記録に基づ き将来の自然環境 を





て堆積物に記録 されてきている。 しか し従来、これ ら堆
積物の厚 さは もとより、体積(量)も わかっていない。
勿論、湖底堆積物 につ き、その基底よ り上位に向けての
系統的な環境変遷の研究はな されていない。
そこで、実際に富士五湖湖底堆積物をボーリングコア
として採取 し、これ らの地球科学 ・環境科学的な解析 を
研究成果
(1)富上山の火山災害予測
初年度に音波探査 を実施 したところ、各湖底の概形 が
見えてきた。すなわち、各湖底堆積物は粒度や硬 さなど
の物理的性 質に基づ き、い くつかの層 に大区分で きた
(図1)。しか し、これ は物理的手法で、単に堆積物 の概
形を浮き彫 りに したに過 ぎない。
音波探査資料や既存の地質学データを考慮 し、次年度




約88メー トルの深度 まで、山中湖については湖底 から約
18メー トルまで、湖畔において約120メー トルの堆積物を







富士山の火山活動 は、約1万 年前あたりを境に して、
それ以前を古富士、それ以降を新富士のステージに一般





















































































































.一 一一一..▲ス コ リア層 〔鷹層}


























































変動 している。寒 ・暖の リズムが黄砂の発生量に反映 さ
れているとの視点で、海底 ・湖底堆積物 を用いて時代を








その上で、河口湖の湖底か ら掘削した堆積物 を1セ ン






の増加 として観察 されると考えて大 きな矛盾はない。
富士山麓の湖底堆積物か らこのように して、黄砂の識


























の東方)と 西(鵜 の島の西側湖盆中央部)の 二地点か ら
採取 し、これを1セ ンチメー トル毎にスライスし、これ
らに含まれる14種類のPAHを分析 し、その トータル量の















後引 き続き成果を出 してい きたい。多環芳香族炭化水素
以外の有機化学分析や、無機化学分析などについても検
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環境生化学研究室:長 谷川達也 ・小林(保 坂)仁 美 ・
瀬子義幸
環境計画学研究室:杉 田幹夫 ・宮崎忠国




本プ ロジェク ト研究 は、人の生活と健康 に欠くことの


































ム濃度レベル)を 調製 し、糖尿病動物に長期間飲 ませた。
しか し、0.1mg/Lのバナジウム溶液には血糖値 を.ドげる













匹には富士山地下水を飲料水として与 え飼育 した。残 り
の10匹には地下水の対照として、バナ ジウムや他の ミネ










にあった。飼育開始10週を過 ぎると血糖値 が上昇 し、糖
尿病 を発症 した。 しかし、地下水を飲 ませた動物と精製
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取)さ せた動物(10匹)を用意 し、5匹 ずつに中毒量の
バナジウム(300μmol/㎏,NH、vO3)を注射 し、6時間後
に毒性指標の比較検討を行った。残 りの動物には生理 食
塩水を注射 して対照 とした。その結果、肝障害の指標 で
ある血漿中GOT、GFr活性が、絶食を行っていない動物
に比 べ、絶食を行 った場合上昇することが明 らかとなっ
た(図3>。腎障害の指標であるBUNも同様に絶食により
上昇 した。 これ らの結果か ら、栄養状態が悪化するとバ





























一定峙間後に解剖 して血漿 中GOT、GPT活性な らびに
BUNの測定を行った。肝障害が最も強く認め られた動物





種 類 毛 の 色






















ムの毒性が強 く現れた(感 受性が高い)動 物 と、毒性が


























北緯(度 、分 〕i東 緯(度.分}
気温(℃) 水温(℃) 透明度(m)浮遊懸圏物(m8/L)クロロフィルーa濃度 〔mg/」)
1 8:41 35ｰ30.219i138ｰ46.283"12.0 8.5 z.a z.o 0,007
2 8:47 35ｰ30.443
卜
738ｰ46.493' iz.a 8.5 2.8 7.3 o.oos
3 8:54 35ｰ30.519
卜
写 τ38045,956 iz.a 8.5 2.a 1.8 0,005
4 9:01
,
35ｰ30.998"138ｰ46729 iz.a 8.5 2.5 z.a 0,004
5 9:08 35・30.92プi13845,621 13.0 8.5 2.9 1.8 a.ooa
6 9:25 35ｰ30.644i
寸
138卜 45,273 13.0 as zs 7.8 0,005
7 9:31 35ｰ30.95TX13845,076 13.0 8.5 3.0 1.4 a.aon
8 9:36 35ｰ30.566":13844,530 13.0 8.0 3.5 z.z 0,005一 一一一一一一一
9 9:47 35ｰ30.342".
→
138ト 43,975 13.0 8.0 3.7 0.7 o.ooa
















生気 象学 研 究室:柴 田政章 ・宇野 忠 ・梶原通代
環境生理学研究室:永 井正則 ・臼井信男 ・佐藤昭子
人類生態学研究室:本 郷哲郎 ・小笠原輝 ・佐藤香織
山梨県立女子短期大学:酒井治子












かも静かに変化 しつつあり、人の生活と健康 に影響 を与
えている。本 プロジェク ト研究の目的はこの様 な非公害
型環境要因の変化が人の生活と健康にいかなる影響 をお
よぼす可能性 があるかを先駆的に、 しかも科学的に研究






から検討 して きた。生気象学研究室では急激 な都市化に
よる緑地減少が引き起 こす ヒー トアイランド現象が熱射




の健康 にいかなる影響 を与えるかをサブテーマ 「生活習
慣(ラ イフスタイル)の 変化 と地域住民の生活環境およ
び健康 との関連に関する研究」の観点より、更に、環境
生理学研究室では都市化によって引 き起 こされ得 る自然
環境の悪化や生活ス トレスの増加が人にいかなる不安感








ヒー トアイラン ド現象がある。近年危惧 されている地球









搬入 され る。 しか も本県の年齢別人口構成は今後とも高
齢者側に比重が移行 していき、高齢者の全人口に対する
割合は全国的に見て高 くなる。甲府市が盆地 にあり夏に












気象器より取 り出 して室温25℃で体温 を2-3時間かけて
回復させる。
2)高体温回復1日 後、2日後、3日後の3群 の実験群動
物 を準備 し、それ らにバ クテ リアに由来する内毒素 を
60ng/kg体重で静脈注射 して感染 させ発熱 を観察 した。


























経験 していない対照群 ウサギより大きくなる 「発熱増強
反応」が起 きた 〔図1)。
3)高 体温による炎症で脳の機能が低下している可能性
を調べたところ、(ア)インターロイキ ン1β(投 与 され
た内毒素によって体内で白血球 により作 られる発熱性の
中間物質の一一つ}を240ng/㎏体重で静脈注射 した発熱 は
高体温回復1日 後群ウサギと高体温 を経験 していない対
照群ウサギで差異は無かった、(イ)脳炎症の結果産物の

















































定 したところ、高体温 中には増加 したものの高体温回復



















































高体温1日 後で測定 した。血液浸透圧は高体温 中に上昇





壁 の透過性 が増 してほんの少 しの大腸菌毒素が血 中に漏
れ る。漏れた少量の毒素が白血球と結合 し、それを過敏
化す る。過敏化 された白血球はその後に静注 された内毒
素に刺激 されて普通以上の発熱物質 を生産するので 「発
熱増強反応」が起 きる。この可能性 を確かめた。そのた
めに、ウサギに抗生物質を前 もって投与 して大腸菌 を除
去すれば、大腸菌毒素の漏出は起 きないので白血球の過
敏化も生 じない。 よって、高体温1日 後の 「発熱増強反
応」 も起 きない と仮定 し、この実験を行った。図4は こ
の可能性がウサギで起きたことが分かった。
以上の結果は高体温(熱 中症)か ら回復 をして も生体
の感染 に対す る防御機能はかな り減弱 してい るのでヒ ト






















ン地区)に よって、環境認識に関し大 きな差の見 られ る
ことが明らかとなった。また、生活環境の違いに関連 し





によりどのよ うに異なっているのかを明 らかに し、生活
習慣病の一次予防 をとお して、住民の健康維持 ・増進の
ための地域保健活動を支援 してい くことを目指 し、上野
原町(福 祉保健課)の 協力を得て、健康診査の受診者を
対象に、1)質 問票による食生活習慣 を中心 とした生活
習慣に関する調査、2)健 康診査結果な らびに血液試料














































中心 地区 、周辺 地区 、 ニュ ータウ ン地 区、山 間地 区の 対
象者 は、それ ぞれ、547、259、213、264人で あった。 こ
の うち、生活習慣 に関す る質 問票 は1,ll7人(男性320人、
女性797人)から回答 を得 た(回 収率 は87.1%)。
各居住地 区の町内 出身者の割合 は、【.II間地区 で75.2%と
最 も高 く、中心地 区59.4%、周 辺地 区53.2%であ った。 そ
れ に対 し、ニ ュー タウ ン地 区で は4.6%で、大部 分 を町外
か らの転入者 が 占め て いる。上野 原町 での居住 年 数の平
均 値 は 、 山 間地 区 、 中心 地 区 、周 辺 地 区 で そ れ ぞ れ 、
46.6、40.7、37.3年で 、町外出 身者 を含め 居住 年 数が10年
未満 の者 は、それ ぞれ 、5.3、6.1、9.9%にす ぎなか った。
一方 、ニュ ータウ ン地区 での平均 年数 は7.4年で、10年以
上の居住者 は9.0%であった。
週 に4日 以上仕事 を してい る者の割合 は、男性 で51.9%、
女性 で39.3%であ った。地区 による差 を見 ると、男性 では 、
山 間地 区(69.7%)、中心地 区(53.5%)で高い割合 を示 し、
女性 で は 、ニ ュー タ ウ ン地 区 で20.3%と、他 の3地 区
(43.2～44.8%)に比べ低 い割 合 を示 した。家族 形態 に関
しては、1人 暮 ら し4.0%、夫婦 のみ21.2%、子供 また は親
との2世代45.1%、3世代 以上 その他29.7%であ った。 ニュ
ー タウ ン地 区で は、他の地 区に比べ 、2世 代 の割合 が高
く、3世 代以上 の割 合が低か った。
1)質 問票に よる生活習慣調査(生 活習慣/食習慣 診断)
地域住 民の健康 とQOL(生 活 の質)を 高め てい くこ と
を 目的 に、地域 にお ける問題 点 を把握 し(プ リシー ド〉、
保 健行政 か らの具 体的 な施 策が展 開で きるよ うに(プ ロ
シー ド〉、食生活 を中心 と した生活習慣 に関 し、プ リシー
ドプ ロシ ー ドモデル を用 いて 調査 の枠組 み を設 定 した。
健 康増 進の視 点 か ら、食生活習慣 を考 えた場 合、適 正 な
食物 の摂取 に加 え、適 正な食物摂取 の ための 行動の 変容
と行 動変容 を支援す るための環境 づ くりが重 要で あ るこ
とが指 摘 され てい る。 そ こで、質 問票(生 活習慣/食 習
慣診 断)の 作成 に あた って は、単に 、食 物摂 取 に関す る
項 目だ けで な く、 食事 に関 わ る行動 、 食知 識 と食態度 、
さ らに は食生 活 を取 り巻 く環境 につ いての 質問項 口を 、
「食生活指 針」(厚 生労働 省 、文 部科学 省、農林 水産省)、
「健康 日本21」(厚生労働 省)、「健や か山梨21」を踏 ま え、
これ まで の研究 成果 に基づいて設定 した。
食生 活習慣 に関 す る調 査結 果の前 に、 まず 、現 在 、健
康 だ と思 って い る人 は男 性 で79.4%、女性 で69.9%で、居
住地 区に よる差 は見 られな かった。週 に3日 以上汗 ばむ
程度の運 動 を してい ると答 えた人 は、男性 の3α3%に見 ら
れ 、 その 割合 は 、周 辺地 区 、ニ ュ ー タウ ン地 区 で高 く、
中心地 区、山間地 区で低 か った。女性 で は、23,0%で居住
地 区に よる差 は見 られ なか った。毎 日の生 活の 中で 、趣
味 や何か楽 しみ に してい るこ とがあ ると答 えた人は 、男
性 で54.8%、女性 で61.7%で、ニ ュー タウ ン地 区 で 多 く、
山間地 区で少なか った。
1)一1食 事 に関わ る行動 、食知 識 と食態度 、 食生活 を
取 り巻 く環境 に関す る項 目
食事 に関わ る行動 に関 して は、まず、朝食の 欠食者 が、
男性 の103%、女性 の8.8%で見 られ た。居 住地 区に よる差
は、女性 でのみ 見 られ 、中心地区 で12,0%と高 い割合で あ
った。昼食の 欠食割 合は 、男性 で11.6%、女性 で13.8%で、
居住 地区 によ る差 は なか った。 夕食後 、就寝 までの間 に
間 食、夜 食を とる者 は 、男性29.8%、女性39.2%に見 られ 、
男性 で は、ニ ュー タウン地 区で低 く山間地 区で高 い割合
であ った。 外 食頻 度 は 、男性 で28.9%、女 性 で20.9%で、
女性 で は、その割 合 がニ ュー タウ ン地区 で高 く、山間地
区 で低か った。 コ ンビニ エ ンスス トアーを よ く利 用(週
に1回 以 上利 用)す る人の割合 は、男性で24.4%、女性 で
16,9%であった。居住地 区 による差 は 、女性 で見 られ 、中
心 地区 、周 辺地 区で高 く、ニ ュー タウ ン地 区、山間地区
で低 い割合で あった。
家族や友 人等 と適量の食事 をゆ っ くりとっている人 は、
男性 で59.1%、女性 で68.0%見られ 、居住 地区 による差 は
見 られ なか った。食 事 ご との共食 の状況 を見 ると、朝食
を、週 に4、5日以上家族 と一緒 にとって いる者は58.3%で、
ニ ュー タウ ン地 区で低 く、山間地 区で高 い割合 で あった。
一方 、夕食 に関 しては、69.1%が共食 を してお り、男性 で
は 、ニュ ータ ウ ン地 区 と山間地 区で、女性 で はニ ュー タ
ウン地区で割 合が低か った。
食事 づ く り行動 に関 し、食事 づ く りにいつ も関わ って
い る人は、 男性 で15.1%、女 性で92.7%と違 いが大 きく、
女性 で は山 間地 区 で87.7%と低 い割 合 で あった 。逆 に 、
食物 の生 産 ・収 穫へ の関 わ りは男性 の 方 が多 く、男性 、
女性 ともに、ニ ュ ー タウン地 区で少 な く、山 間地 区 で 多
か った。食情報 を受 発信 す る行動 は、女 性で男性 よ り積
極的 で あ り、居住 地 区に よる差 は見 られな かった。家族
や友 人 との料 理技 術 の交換 は、女性 で男性 よ り多 く、女
性 でニ ュ ー タウ ン地 区 で少 な く、山 間地 区で 多か った 。

















討 した。"かなりできる"と 回答 した人は 「ごはんなどの
穀類 を しっか り食べ る」で81.1%と最 も高 く、次 いで
「野菜 ・くだもの、牛乳 ・乳製品、豆類、魚などを組み合

























と、気 をつ けており6か 月以上継続 している人が二極化
していた。山間地区では食生活に気をつ けていない人が
多かった。




食生活を取 り巻 く環境 として、家族 、友人、あるいは
職場の仲間か らの支援について尋ねた。家族 からの健康
や食生活をより良い方向に しようとすることに対 して、
















地域 、職域で、健康や栄養 を考えるグル ープ活動への
参加について、"多いに参加 したいと思 う""少し参加 し
たいと思う"を あわせると、男性で28.3%、女性で47.1%
と女性の方が積極的であった。女性において、"多いに参
加 したいと思 う"人 は山間地区で13.6%、中心地区102%
である一方、ニュータウン地区では2.7%と少なく、居住
地区による差が見 られた。また、地域、職域 で、健康や





た。全体の まとめを表1に 示 した。
以上の ことから、性別の特徴 を踏 まえた取 り組み と し
ては、男性では食物の収穫 ・生産に関わっていることが










































山 間曾 山 間倉
山 間↑
葺 自分の齪 樋 を維持できる食事量の職 自分の齪 体重を糊 できる餌 量の購






















































高い ことか ら、 その積極 的 な意識 を食生活 全般 に活か し、
地域 の食情 報の 発信の鍵 となって活動 で きる 支援 体 制 を
提 供す ることが 重要 で あろう。
1)一2食 物摂 取 に関 す る項 目
食物摂 取 に関 して は、 食品 群摂取 頻度 お よび食物摂取
習慣 につ い て解析 を行 った、 まず 、20種類 の 食lIr～1群(ご
はん 、 パ ン、め ん 、み そ汁 、肉 、魚 、卵 、 豆 一託製品 、
牛乳 ・乳 製 品 、緑 黄 色 野 菜 、淡 色野 菜、 い も類 、 きの
こ ・海藻 、 くだ もの 、清涼飲 料水 、お茶 、漬 け物 、揚 げ
物 ・油妙 め料理 、 インス タン ト食品 、冷凍 食rll～1)につ い
て 、その摂 取 頻度 を5段階 で尋 ねた。 口常 の 食 事の 中で 、
これ らの 食品群 は、独 立して摂 取 され るの で はな く、組
み 合わせ て摂 取 され ることよ り、どの よ うな 食品 群が ・
緒 に摂取 されて いるか を主成 分 分析 のP法 を川いて 分類
しハ ター ン化 をlfった。その結 果 、6つ のi.こ成 分が抽 出
され 、 食物 摂取 バ ター ンは 、6つ の 食品群の グル ープの
摂取 頻度 で特徴 付け られ ることが示 され た=,6つの グル
ープ に分 け られ た 食品群 は、それ ぞれのiこ成 分への寄 「ゴ・
の程度 を表す 負 荷量の値 の 大 き さか ら、ii成分1;感 ・
1、1製Ilr匡「1、卵 、魚 、 きの こ ・海礫 、.主成 分2;漬 け物 、お
茶、み そ汁 、 パ ン(一)、 主 成分3;イ ンス タン ト食品 、
冷凍 食IIII「1、楊 げ物 ・油妙 め料理 、肉 、i誠 分4;淡 色野
菜、緑 黄色野 菜、い も類 、清涼飲料 水(一)、iワ 茂分5;
牛乳 ・乳 製品 、くだ もの 、主成 分6;め ん 、ごはん(一)
であ った、 こ こで 、(一)を 付 した.食品群 は、それ以外の
食品 群 と摂 取 頻 度が逆.にな る こ とを示 してい る。次 に 、
対象 者個人の 食物摂取 バ ター ンの指標 とな る主成 分得点
を、 各i{成分ご とに副'算し、年齢 、性 に よ る変動 につい
て調べ た、 その結 果 、.主成 分1、2、5、 および6の 得点
は年齢 と ともにL昇 し、主成 分3の 得点 は、逆 に減少 を
示 した、性 差は 、主成 分1、3、4、 お よび5で見 られ、 こ
の うち、i{戊分3の み が 男性 で高 値 をホ した、,さらに 、
居fii地区 による差は 、男性 では主成分2お よび3で 、女
性 では..iこ成 分1を1笥ミく残 りの5成 分で有意で あ り、ニ ュ
ー タウ ン地1メ:および山 間地 区 で他 の地 区に比べ特 徴 的な
得点 を示す成 分が 多か った(図6)。
食物摂 取ハ ダー ンを規 定 してい る要 囚を整理 す る 目rl9
で 、ステ ップ ワ イズ重回帰 分析 の手法 を川い 、各 主成 分
得点に 対.し、性 、年齢 、仕事の有無、家族形態 、出身地 、
Ill∫での 居住f卜数 、居 住地 区の うち、 どの 要因 が最 も寄'」・
してい るの かを明 らか に した(表2)。
..}こ成 分1は 、1託・豆製・品、卵 、魚、 きの こ ・海藻 で負
荷量 が高 く、副 菜の バ ラエ テ.イー を示す 主成 分 と考え ら
れ る..,このi戒 分の 得点 は、高 年齢で 高 く、 女性 で 高い
ことが示 され た..居住地 区は いずれの地 区 も有 意 な要因
と して選択 され なか ったが 、IILIr身地の 要因 が選択 され 、




















噸 中心地区 「卜 周辺駆 † ニュータウン地区 , 山間地区
主成分1主 成分2主 成分3主 成分4主 成分5主 成分6
女 性
や 中心地区 r虚一 周辺地区 や ニュータウン地区 寺 山間地区
主成分1主 成分2主 成分3主 成分4主 成分5主 成分6
図6食 物摂 取バ ター ンの指標 とな る主 成分 得点 の居住














された。この主成分で負荷量が高か った牛乳 ・乳製 品、
くだものは、どち らかというと、伝統的な食生活が都市
的な食生活パ ター ンに変化 したときに取 り入れ られ る食
品群 と考えられる。主成分3で 負荷量が高かったインス
タン ト食品、冷凍食品、揚げ物 ・油妙め料理、肉もまた、
伝統的な食生活が変化 したときに取 り入れられ る食品群
と考 えられる。 しか し、主成分5と は反対に、山間地区
で高い値 を示す結果 となっている。さらに、この主成分
の得点は、6つ の主成分の中で唯一、若年者で高 く、男









生活パ ターンで あると同時に、健康志向が高 くバ ラエテ
ィーのある食材を用いる傾向のあること、中心地区では、
都市的な食生活パ ターンであるが、ニュータウン地区に






主 成 分 分 類 され た 食贔 群 主 成 分 得 点 に 寮 与 す る 要 因


































中心 ↓ ニ ュータウン■
山間倉






















成分得点 との関連 を見た。糖分摂取指数は、健康志向 を
示す主成分であることが示唆 された主成分4と の間に負




活パ ターンと関連 していると考えらた主成分2と 正の、
都市的な食生活パ ターンと関連 していると考えられた主




































合)が 高いほうが良いと され る。女性 については加齢に
伴 う変動が有意で、総コレステロール、中性脂肪は上昇
を、HDLコレステロール、HDLコレステロール比は減少












示 している。 また、これ らの指標に、居住地区による違
いは見られなかった。鉄の栄養状態の悪化は、貯蔵鉄の














































極となる主成分5(牛 乳 ・乳製品、くだもの)は 、BMI、









択 されてお り、この主成分が健康志向 と関連す ると示唆
されたことを裏付けている。
.一方、鉄栄養および貧血に関する指標に対 しては、主
成 分1(豆 ・豆製品、卵、魚、きのこ ・海藻)、2が良い
方向(正 の値)、主成分3(イ ンスタン ト食品、冷凍食品、
楊げ物 ・油妙め料理、肉)、4が悪 くする方向(負 の値)




向 と関連す ることと矛盾 しているようにも見えるが、こ
の場合、利用す る食材が偏 りバ ラエテ ィーが低下する危
険 を含んでいることを示 していると解釈 される。主成分




の相関 を示 しており、食生活全体 を悪化 させ る要因と推










点 を生 か し、本研究 によって作成 した生活習慣調査票
(生活習慣/食習慣診断)の 一部は、その後、町で実施 さ
れた健康診査にも取 り入れ られ活用されている。 このこ





















験者 として、不安の強 さと体の揺れ(重 心動揺)に つい
て検討 した。前方の壁に呈示 された視標 を見て立つ被験
者の1分 間の重心動揺を重心動揺計で記録し、動揺面積、
動揺距離、前後方向及び左右方向の動揺周波数の分析 を




すなわち、細かな揺れ(周 波数の高い)が 減少 し、緩や
かな揺れ(周 波数の低い)が 増加 していた。閉眼すると、
不安の効果は消失する。従 って、高不安時には姿勢維持






間にわたって繰返 し測定 した。これ らのデータと気質的
不安の感 じやす さ(特性不安)と の間で重回帰分析を行










大学生 を被験者 として、就職面接とその ビデオ撮影と
いう強い緊張を伴 うス トレス状態 を設定 した。被験者の
血圧 と心拍数は、面接開始5分 前を告げた時点より上昇































































































同時に、血圧と心拍数 が上昇する。 このようなス トレス
反応が艮期化すると高血圧や心疾患に結びつ くことが報








拍動 として人に認識 されやす く、かつ本実験で も示 され
たように香 りの吸入や足浴、また呼吸法などによ り影響
されやすい ことは確かである。脈拍 を意識す ることで、
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ついて、被験 者を用いた実験 を行った。スギ、 ヒノキ、














































法や香気物質の効果 を確認 し、森林資源の新 たな利用法
を探 るための研究 をプロジェク ト研究のサブテーマとし
て取 りLげた、
平成12年度は、モルモッ トを用いて花粉症のモデル動
















































図1杉 葉精油のクシャミ頻度 〔上)お よび鼻汁量 〔下)
に対する効果
効果により森林浴の糖尿病改善効果が説明できる可能性






練 したラッ トで交感神経の伝達物質 ノルア ドレナ リンの
投与による脂肪組織の酸素消費量の増加が、鍛練 してい














で きる。脂肪分解に伴 って、脂肪細胞か ら糖が放出 され












間の腰部加温 を行った。胃電図の周波数解析 を行 った結
果、仰臥位を取 ることで、毎分2.55回以下の胃の不規則




周波数分析 を行った結果、加温 中の心臓交感神経 と心臓
副交感神経の活動には変化がないことが分か った。この
ことよ り、加温 中の血圧の上昇は、心臓の働 きによるの
ではなく、末梢動脈、特に腹腔内の動脈の収縮 によって
起 こることが推測 される。腰部加温によって引き起 こさ
れた腹腔内動脈の血管収縮が胃運動九進の引 き金になる
可能性が示 された。温浴の効果として、便秘や腹部膨満
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(1)生活環境(特 に日常環境)と 環境意識の形成 に関す
る研究
平成13年度はシ ミュレーション画像を実際 に住民 に提





った。面接調査に際 して、回答者をあ らか じめ近景の障
害物のない潜在風景画像(図1。 カラー口絵6ペ ージ参
照。)と現況写真(写 真1。 カラー口絵6ペ ージ参照。)
を対比 させて提示す る群と、現況写真のみ を提示する群
の二群に分割 し、両群間の解答傾向の差を検証した。
調査の結果、現況写真のみを提示 した群 に比べ、対比
















本研究の意図する 「街づ くり」のよ うな比較的狭い範
囲の地域 における計画への住民意志の反映や尊重のため
には、少なくとも現状に対す る問題意識が住民によって
ある程度共有 され、考慮され る事が課題解決への入 り口
となる。 本 プロジェク トを通じて開発 されたようなシ
ミュ レーシ ョン技術は合意形成 に至る入 り口を作るため
に有効であると結論付けられる。(文 責 池口 仁)
(2)富士山をモデル とした景観の受容に関する実験研究






容 され る美 しさが影響を受けること、 さらにそれ らの外
的手がか りが操作可能であるということを示 したことで
ある。本研究では、富士山の美 しさの受容 につき、その
形状の面か ら検討 した。山の形状に近似 させた さまざま
な図形 を被験者に呈示 し、"富士山 らしさ"と"美 しさ"
の二つの面から被験者 に評価を求めた。その結果、"富+










者は美 しさと覚醒度 に基づ き図形を評価 していると言え








から、富士山 を近 くで見た場合にも、遠 くか ら見た場合
にも共通する形態的特徴が"富 士山らしさ"を決定 して
いることが分かった。
平成13年度 は、2つ の図形 をコンピュー ター画面上に
同時に呈示 して、図形 間に`'富士山 らしさ"お よび"美
しさ"に 差があるかどうか被験者に解答 を求め、図形間





















































図3実 験に使用 した図形の"富 士山ら しさ"と"美 し
さ"に よる2元 配置
ように配慮する。









建設 を想定 し、駐車場や敷地境界線の柵の形状の画像 を
各種作成 し周辺の自然環境 との調和を評価した。図4に
西湖湖畔の事例研究場所を示す。図5に は道路 に面 した
西側駐車場予定地の写真を示す。ここに駐車場 と道路 と
の境界線の棚を景観画像シ ミュレーションシステムを用
いて作成 し、新 しい駐車場の景観を作成 した(図6)。
また、標高データを用いて航空写真及び人工衛星画像
を立体映像化 し、視点の高 さによる周辺景観の違 いをシ
ミュレー トした。事例研究場所に高 さ20mの展望台 を設
置 したと仮定 し、そこか らの景観を航空写真 と標 高デー
タを用いてシ ミュレーション画像データを作成 した。図
7は富士山の景観 、図8は 西湖の景観である。 さらに、
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における風化 ・浸食 を初めとする物質循環 システムの中










の解明にあたり、岩石 ・地層、水、生物 に含有 される元
素分析 を行 う。ただ、この循環システムの出発点 となる
岩石や地層 については、単に化学組成だけでなく地質構
造、産状、分布地域の地形 などが考慮 され水圏への循環
が理解 され る。更に生物圏へ と元素循環が追跡 される。
この ような視点で、多数の元素につ き上記循環 システム
が明 らかに されていれば、仮に人為的影響 による元素の
濃集があった場合、原因の解明が容易になる。
(1)バナジウムの循環
我 々は既 に、本州 中央部一帯の水道水を始め、河川水、
湖沼水、地下水などの自然水に含 まれるバナジウム元素
に着 目して、広域の水試料の分析 を実施 し、地域による
バ ナジウム濃度変動 に大きな相違のあることを明らかに







き、我 々は山梨県内の地下水 ・湧水 ・河川水中につ きバ
ナ ジウム濃度を分析 した結果、地域による濃度変動が周







































の相違 が、分布する動 ・植物、人間まで影響 を及ぼすか
否か を検討するために、極端にバナジウム濃度の異 なる
河川系に生息する動 ・植物試料を採取 して分析 した。 そ
の結果、分布する岩石の化学的な相違が、水 を媒体に し






















岩石種が分布する富L川 及び相模川が存在す る、,これ ら
llllj河川のk流 か ら ド流域にわたって多数の地点から採取
された河川水につ き主要及び微.量疋素濃度を明 らかにし
た、その結果、バナジウム,リ ン以外の元素についても、
その濃度パターンか ら3～5グループに分類で き、これ ら
σ)兀素についても採水地点周辺の地層 ・岩石の化学的な性
質が反映されていることが分かった。























る.こ の富士1」..1の貴重な自然 を自然 と調利 したかたちで





いること、II.1の歴 史が新 しく氷河期 を経ていない こと、
標高が 宮しく高いことなどがあげ られ る,,したが って、
そこに成 ウ:した植生 も他の山岳と比較 して特異な植生が
























荒原Eに 最初に定着す る最 も主要な木本植物の中からカ












ていた.ミ ヤマハ ンノキは根粒菌 を持ち窒素固定を行な
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にも関 らず、他の2種 同様にスコ リア荒原上に最初に侵
入で きるのかを解明するには更 なる調査が必要である。
また、落葉広葉樹であるミネヤナギと ミヤマハ ンノキは
ともに高い光合成 を持ち、さらには一 口の炭素獲得量 も
ほとんど同 じであった。しか しなが ら、高い光合成を維
持するメカニズムが2種で異なっていた、つ まり、窒素固
定の出来 る ミヤマハンノキは光合成の生理的能力を高め
ることで、 また ミネヤナギは気孔をより開 き葉内に二酸
































ックスネッ トワークプロジェク トにも組み込 まれ、タワ





















cm以上の個体 につ いては、高 さ1.3mの幹周囲にペンキ
をつ けて測定 位置 を決め、金属製の直径巻尺 を用いて
0.01cm単位で正確に直径を測定 した。
純一次生産量(NPP)は動物による捕食が無視できる











ず林冠か ら落ちて くる葉や小枝(リ ターフォール〉の量
を測定する方形の リター トラップ20個(各1㎡)を 永久
コ ドラー ト内にランダムに設置 した。 また大型の枝は リ
ター トラップでの計測が難 しいために、永久 コ ドラー ト
内の9個のサブコ ドラー ト(各100㎡)に落ちている枝を
・旦きれいに取 り払 ったのち、そこを枝 トラ ップとして
利用した。リター トラップと枝 トラップは2000年4月よ
り毎月一回回収 した。枝 トラップでは地表に落ちている
直径1.5cm以上の枝 をすべて拾い集 め、 リター トラップ
では葉 ・枝 ・樹皮 ・果実 ・花などに仕分けして70℃で48
時間以上乾燥後重量を測定した。
1)剣丸尾アカマツ林の構造
永 久 コ ドラー ト内に は52種の樹 木 が存在 し、樹高1.3m
以 ヒの幹数密 度は1haあ た り7595本であ った。全個体 の
胸 高断 面積合計(樹 高1.3mの位 置での幹 の断面積の 合計
値)は53.89m2ha.1で、最 大直径 はア カマ ツの47.9cmであ
っ た。常 緑 高 木 の樹 種 は すべ て 針 葉樹 で ア カマ ツ ・ツ
ガ ・モ ミ ・ウラジロモ ミの4種 が存 在 した。 また常緑亜
高木 の ソ ヨゴ ・ネズの2種 を除 く亜高木 ・低木種 はすべ
て落 葉樹 で あった。幹 数 が最 も多いの は常緑 亜高木の ソ
ヨゴの1,535本(0.89ha1)であ り、落 葉亜 高木の ネジキ
(876本)、ア カマツ(812本)が それ に続 いて い る。優 占
種 は アカマ ツ1種 で 、RBA(胸 高断 面積 合計 の相対値 〉
が79.71%と圧 倒 的 な 量 で あっ た 。 そ れ 以 降 は ソ ヨゴ
(6.87%)、コナ ラ(1.87%)、ネ ジキ(1.70%)、リョウブ
(1.16%〉、 ミズナ ラ(1.06%)の順 で あ り、 この5種 以外
はすべ てRBAが1%以 下 で あった。
2)剣 丸尾 アカマツ林の純一次生産量(NPP)
リター フォール はその ほ とん どが秋 に集 中 し、1年 間
で2.17tonChaLであっ た。 また枝 トラ ップによる落枝 量
は リター量 に比 べてわず かで あ ったが、2000年12月か ら
2001年3月の 冬季に1tonChaL以上の莫大 な量の枝が落
ちた。 この冬 は記録的 な大雪 で(河 口湖測 候所 では観 測
史上最高)、雪 に よる重み で冬の間 に多 くの枝 が落下 した
と考 え られ た。結果 的に1年 間で地表 に落下 した枯死 ・
脱落量 は4.56tonChaLであった。
2000年4月か ら2001年4月までの1年 間 における永久
コ ドラー ト内の群 落変化 を表1に まとめた。2000年4月
の段 階 では直 径5cm以 上 の幹 数 は2,225本で あった。 こ
の うちアカマ ツは812本であ った が、 この 中の7本が立 ち
枯れ て1年 後に は805本となった。 その他 の高木種 は321
本 か ら322本にわず かに増 加 した。 亜高 木 ・低木種 は立 ち
表1剣 丸尾アカマツ林の永久コ ドラートにおける1年間の群落変化

















合 計 2225 16 44 2253





















合 計 121.27 0.33 123.03寧
'胸高直径5cm未満から5cm以上への新規加入個体のバイオマスは除く
51
枯 れ が7本 あ った が、5cm未 満 か らの新規 加 入個 体数 が
41本と多 く、幹 数 は増 加 した。現存量 は アカマ ツ及 びそ
の他 の 樹種 と も増 加傾 向に あ り、乾燥 重量 の50%を炭 素
量 とす る と、全体で は121.27tonChaLから123.03tonChaI
に増加 した。 また1年 間の立 ち枯れ木 は全体 で16本で そ
の重 量 は0.33tonCha1と換 算 され た。 リター フォール に
よ る枯 死 ・脱 落量(4,56tonCha'[)と立 ち枯 れ木 の量 、
現 存 量の 変化 か ら、本調査地 の1年 間でのNPPを 計算す
る と以下の よ うに なる。
純 一次 生産量(NPP)
=森 林 全体での成 長量+枯 死 ・脱 落量
冨(123.03-121.27)+(0.33+4.56)
=6.65tonCha'yr'
筑 波 大学 との共同研究 に よって、本調 査地 で の土壌 呼
吸 量 は1年 間で約3.5tonCha1であ ることが調べ られ てい
る(鞠 子 ら、未 発表 デ ータ〉。根の呼 吸量 について は未測
定 だが 、 これ を土壌呼吸 量の20%か ら40%程度 とす ると、
微生物 の呼 吸 として2～3tonChal程度の量 がCO3の形 で1
年 間 に土 壌 か ら放 出 され る ことに な る。 この 結 果 か ら、
実質 的 なCO,吸収能力 を示す生態 系純 生産量 は4-5tonC
ha且程 度 であ り、空 気中の二酸化炭素 を固定 して植物 体 中
に1.8tonCha1、土壌 中に2～3tonChπ1の有機物 が1年 間












の差異 などにより同 じ森林であってもCO2吸収能 力が年
に よ って2倍 程 度 も変動 す る こ とが明 らか と な り
(Yamamotoetal,1999)、今後のモデリング研究に重大な
インパ ク トを与 えた。今後は土壌呼吸 とNPPの連続測定
を長期に渡って続 けることによって、この森林のCO2吸
























われてお り、いくつかの分類群(例 えば水生昆虫)に つ




把握す ることにより、自然の移 り変わ りと蝶相の関係 を
明らかに し、蝶を自然環境指標 として活用する手法につ
いて研究 している。
今までの ところ、富士山北麓において も、蝶類 は自然
環境の変化に対 し、大変敏感な生物で あることが判明 し
てきており、蝶 が自然環境変化の指標 として十分活用で
きる可能性の あることが判ってきた。 これ まで自然度の










味で もこれ らの種が富士山のどのよ うな自然環境と結び
付いてい るかを特定 し、これらの種 を維持 ・保護す るた
めにも自然環境指標 としてどう位置付けていけば良いか
を検討 してい く必要性がある。また、人為撹乱の頻繁に
生 じる不安定 な環境に結び付いている種 としては、富士
北麓においても年多化性の増殖力の高い種(モ ンシロチ
ョウ、モンキチ ョウ、ベニシジ ミ等)で あることが確認






群集は3つの種群(1、H、 皿群)よ り構成 されているこ
とが分かった。次 に同じ群集データについて、分散一共
分散行列 に基づ く主成分分析(PCA)を行い、第1軸 、
第2軸 を基にする構成種の散布図を描いたところ、先の
群分析で識別できた3つ の種群(1、H、 皿群)は 、第
1軸の負か ら正の方向に向かって分布 していることが判
明 した。この ことか ら、これらの種群の分化に第1軸 に
関連す る要因が重要な役割 を演 じていたことが示唆 され




の分類に第2軸 の影響 も加味す ると、この群集は性格や
特性の異 なる3つ の種群(A、B、C群)に 分割す るのが
妥当であると考 えられた(図)。
これ ら3種 群の生態的特性を比較 してみ ると(A群=
小個体群サ イズ、推移帯や林 、寡化性、狭分布 、B群:
大個体群 サイズ、人為的草原、多化性、広分布 、C群:
大個体群サ イズ、半 自然草原、寡化性、狭分布)、人為草
原種一半 自然草原種一推移帯 ・森林種 というr-Kの 連
続系列にフィッ トすることが分かった。結果として、富







































字は任意 に決めた種番号 を示 している。この蝶類群
集は特性の異なる3群(A,B,C)より成 り立 っていた。




と、チ ョウ類の種数 が大幅に減少 し、しか も半 自然草原
に特有のチ ョウがいっきにいなくな り、モンキチ ョウ、
モ ンシロチ ョウなどの広分布種のみが見 られ るようにな
ることが示唆 された。また、半自然草原に特有 なチ ョウ
は、年間世代数が少なく低密度で、地理的分布範囲の小
さな種が多く、逆 に人為改変草原で繁栄 しているチ ョウ
は、年間世代数の大 きな増殖力の高い種で、密度 も高く
て、日本における分布範囲 も広大な種 が多いことが判明
















惧 される生物 が増加 して きている。 これ らの生物 の保
護 ・保全 は急務であるが、残念ながら、本県の絶滅 危惧
生物の分布や生態の科学的解明は、殆 ど進んでいないの
が実態 とい える。そこで本研究においては、これ らの絶
滅危惧生物の分布や生態等の実態 を捉 え、これ らの生物
の適切な保護対策を講 じるための基礎資料を集積す るこ
とを目的 とする。
今までに、レッ ドデータブック記載種の ヒメギフチ ョ
ウの個体群構造を八 ヶ岳山麓で調査 し、本種の生息場所
が森林内にパ ッチ状に分布 し(メ タ個体群構造 という)、






の面か らもサポー トす ることがで きた。年毎の調査 で、



































繁茂 して本種成虫の主要蜜源植物(ク ガイソウ、アザ ミ
類など)が 激減 したことが本種個体数減少の主因 と考え











を調査 し、本種の保全策策定に向けての取 り組み が開始
される予定になっている。
平成13年度は、環境省(2000)公表の日本産昆虫 類レ
ッ ドリス トに多く掲載されている草原性蝶類の調査 を行
った。これ らの草原性蝶類の衰亡はかなり激 しく、関東




ッ ドリス ト蝶類が生息 していると言われ、その現状の把
握と存続 している原因の究明が重要になって きた。そこ
で、今回は群集調査に入る前に、演習場内の予備的な生







セ リ、ギンイチモンジセセ リ、ヒメシロチ ョウ、アサマ
シジミ、ゴマシジミ、ヤマキチョウ、ヒメシジ ミ、 ヒョ
ウモンチ ョウ、キマダラモ ドキの計10種の レッドリス ト
種を確認 した。これ らの内、ヒメシジミ、アサマシジ ミ、
ゴマシジミは神奈川県で、ホシチャバネセセ リ、アカセ





とが確認 された.ま た演習場の近隣地区で実施 された1・
ランセク ト調査の結果 と比較 して見ても、広大な草原的
環境の演習場において最 も多種のレッ ドリス ト種が確認



















ところニホンザル(以 下サル)の 群れは確認 されておら






握するために、大和村内の3地 区(丸 林 、田野、日影)
において農家への聞き取り調査を行った。
サルは主に6月 か ら9月 にかけて出没 し、スモモ ・モ
モなどの果実や野菜類ではカボチ ャなどに被害 を出す。
スモモへの被害は果実 を食べる以外にも、木を揺らすこ







1996年には 日影地区で出没 が確認 され、スモモやカボチ
ャなどに被害が出始めた。以降ほぼ毎年、果実の実 り始















環境生化学研究室:長 谷川達也 ・小林(保 坂)仁 美 ・
瀬子義幸
北 里 大 学:小 林一男 ・姫野誠一郎
国 立 環 境研 究 所:佐 藤雅彦 ・遠山千春
研究 目的および成果
我 々は富士山周辺の地下水に比較的高濃度存在するバ
ナ ジウム(V>の 生体影響に関 して研究を行 っている。
メタロチオネインは金属結合タンパク質の一つで重金属
毒性軽減作用や、活性酸素のようなフリー ラジカルを消
去する作用を有 しており、哺乳類 をは じめとして、魚類、
鳥類 など動物全般 においてその存在が確認 されてい る。
そ して、 メタロチオ ネインは、重金属 をは じめ として





















バナジウムがインス リン様作用を示す ことは良 く知ら





























































でに、以 下の ことを明 らかに した。①低温下では、胃腸









遊離 トリイオ ドサイロニン(Fr3)は、寒冷暴露後1日 目
と2日 目に血中濃度が大 きく増加 し、5日 目以降 は濃度
が低下することが分かった。褐色脂肪組織重量は、2日














始 した。寒冷に曝 され ることにより、交感神経活動が賦
活化 され、脂肪細胞が活性化 されることは既知の事実で
ある。このように して活性化 された脂肪細胞から放出 さ
れる未知の物質が、甲状腺ホルモンの分泌を促進す る可





































































れ た計算問題を解 く、および呈示 された二つの文字の異
同を答 えるという知的作業に香 り環境 がどの ように影響
す るか を調べた。被験者には、アニスアルデヒ ド(アー
モン ドエ ッセンスの匂い)、ゲラニオール(バ ラの匂い)、
オィゲ ノール(根治水の匂い)、バニ リン(バニラの匂い〉、
ジ ャス ミン、ラベンダー、カモ ミール(熟 れた リンゴの
匂い)の 中から予め好みの香 りを一つ選ばせ、香りあり
及び香 りなしの条件で知的作業 を行わせた。連続的に計
算問題 に解答 してい く作業では、問題が提示 されてから
解答 を出すまでの時間が100問目か ら200問目以降 に延び
てい き、それにつれて心拍数も上昇 していった。 しか し、
香 りな しと香 りありの条件で比較す ると、好みの香 りの
存在下では、解答時間の延長が少なく、心拍数の上昇も
少ないことが分かった。血圧の上昇度には、香 り条件に
よる差 は見 られなかった。知的作業の遂行に伴 うス トレ
スに より血圧が上昇 したと考 えられるが、ス トレスによ
る緊張時の血圧上昇は不可避的であるという従来からの
我々の主張(山 梨県環境科学研究所年報 第4号 、17-18
頁)が さらに裏付けられた。一方、作業効率や心拍数に
は、快適な香 り環境によるス トレス緩和効果が現れた と
百 える。
本研究の手法は、平成14年度から開始 され るプロジェ


































生気象学研究室 宇野 忠 ・柴田政章
研究目的および成果
暑い時、私たちの体は皮膚の血管を拡張 させて余分な
熱 を逃 したり、汗をかいてその気化熱で体を冷や したり、
呼吸 と共に余分な熱を捨てたりする。一方、寒い時 には
体熱を温存する為に皮膚の血管 を収縮 させた り、筋肉で
「ふるえ」 を起 こして熱を作ったりする。これらの作 業の
ために、皮膚で神経 シグナルに変換 された温度情報 は体
の末端か ら脳の視床下部 と言 う領域 に上 り、そこで温度
情報の解析がなされ、その結果、号令をかける神経 シグ
ナルが脳か ら体の末端に下 るのである。つ まり、温度 シ





うとする状況が生ず ると上記の如 く体の体温調節機能 が
非常 によく働いて体温 を基礎体温の範 囲内に戻そ うとす
る。 この様 にして、体温調節の中枢神経機構の研究が始
め られておおよそ半世紀が経過 したにもかかわ らず、温








新 しい神経経路は熱生産 を抑 え込 む方法で体温を一定に
保持 している、と言う非常に特異的な神経組織であるこ
とも分かった。これ らの結果より基礎体温がいかに して




れている。そこで この領域が我 々の発見 した中脳抑制機






ルを伝達 させ る過程でオ リーブ下核と言う領域 を経由す
ることが上の実験で判明 した。オ リーブ下核は元来、運
動機能への関与が論議 されているので、「ふるえ」による
熱産生がこの領域で、「ふ るえ」運動 と体温調節 「熱産生」
の両者に分かれて関与 してい る可能性がある。現在、こ



























化 と地域住民のラ イフスタイルの変化 との相互 関連 を



































居住地への出現 をまね く結果に至 ったと考えられた。
これ らの ことをふまえ、地域全体 としての生業活動の
変遷 を把握 した上で、自然資源利用 とそれに伴 う環境認
識の側面か らより具体的に、人 と身近な自然環境 との関
わ り方の変化 を明 らかにする必要があるとの視点から、




で集計 ・整理 したため、回答は複数の項 目にわたってい
る場合がある。
生業活動についてであるが、1945年一(昭 和20年代)







～(昭 和30年代)に は56.3%、33.8%、1965年～(昭 和40
年代)に は33。3%、27,2%の世帯で主要な収入源 となって
いたが、その後急激 に減少 している。農業に関 しては、
商品作物 としてのコンニャクイモ栽培が1955年～におい
て、一時的に16.3%の世帯で見られた他は、米、野菜の生










現在は、一部の 自営業 を除 き、雇用労働以外の収入源は
全 く見 られなくなっているが、その割合は76.1%(1995年
一)、70.0%(現在)と 減少 している。この ように、この
地域で は、複数の世代が同居 し世帯内での兼業化が早 く
か らおこっていたとともに、現在は、独立 して別世帯 と
な り雇用労働に従事 している若年世代からの仕送 りや年
金等 によって生計を立てている高齢者のみの世帯が増 え
ているといえる。
聞 き取 ることのできた自然資源利用を、経済性(収 入
源 となる利用)と 必需性(生 活資材の獲得 や生業活動、





れ な くな って い る。経済性 は低 い(収 入源 と はな らな い)
が 必 需 性 の 高 い利 用 と して 、1945年～ に は 、 薪 採 取
(713%)、家畜飼 養の ための採草(67.5%)、肥 料 と しての
落 ち葉拾 い(66.3%)、自家用作 物栽培 の ため の農 業 に用
いる資材採 取(55.0%)、年 中行事用材 の採取(77.5%)が
見 られ た。 これ ら利 用の必需 性 も、1965年～ か ら1975年
一にか け て急激 に低下 してい るが、 それ に伴 って利 用 自
体 が行 わ れな くな った もの(例 えば採草)と 、現 在 で も
利 用 自体 は続 いてい る もの(例 えば薪採 取で は20.0%、落
ち葉拾 いで は28.9%)が見 られ た。一 方、1945年～ にお い
て経済 性 、必需性 と もに低 い利 用 と して 多 く見 られ た も
の は、 山菜採 り(67.5%)、キ ノコ採 り(42.5%)、ク リ拾
い(32.5%)で、 その他 には、薬草採取(20.0%)、花 摘み






































































割 合は低下 しているものの、クリ拾いを除 き現在で も、







これ ら、楽 しみ としての意味 をもつ自然資源利用の中





2/3に相 当す る24世帯 では、その他の 自然資源利用も全
く行わなくなっており、「先代が行っていただけで今はし
ない」と答えたり、本人が行っていた場合でもやめた理























































モ ミ/ツ ガ、(8)混交林、以上8つ の カテゴリーに分類















































然環境と調和 した地域(自 然と人との共生)を 実現 して
いくことが環境行政の究極的な課題となっている。自然
環境の変動 は人間活動と密接な関係を有 し、地域の持続





独立 しているとともに、豊かで多様 な自然を残 しており、
自らの努力で こうした地域 を実現で きる条件 を有 してい























を割 り当てる。分類 カテゴ リーの選定には、複数時点の
データで共通に安定 して存在す ること、十分な広 さで連







化画素のデータの集合を教師エ リアに定めて トレーニ ン
グデータを作成 し、各時点のデータに対 して最尤法 によ






図1解 析対象地域 とした富士北麓9市 町村
対象地域 とした富士北麓9市 町村は図1に 示す通 りで




れた。森林1は アカマツ林(常 緑針葉樹)、森林2は カラ
マツ林(落葉針葉樹)、森林3は シラビソ林(常緑針葉樹)
にそれぞれ対応 している。森林1と 森林3は ともに常緑
針葉樹林であるが、衛星データには明 らかな違いが見ら
れた。草地は主に牧草地やゴルフ場の芝、裸地は北富士
演習場(ス スキ草原)に 代表 される。市街地は、富士吉
田市や河日湖町の市街部を中心に広がっている。この分
類では、耕作期を過ぎた水田 ・畑 も、衛星データで見る
















































































































本的に地域 単位で 自給 自足の生活が営 まれ、いわゆる
「里地 ・里山」的な資源利用の循環系が成立 していたとさ
れる。 このことからも、かつて永続的に存在 した自給的
な生産 ・生活形態 を基本 とする近代集落の土地利用 シス
テムを解析す ることは持続可能な循環システムの再構築
に寄与するものと考える。
そこで、生業活動 と自然環境 ・資源利用 との間の関連
を考察する為、大規模開発や造成など土地利用の大規模
改変が無 く、人口変動など他の変化因子が少ない一方で、
農林地の放棄化が著 しい山梨県郡内地域 を調査対象地 と


























































を行う予定で ある。 さらに 「里地 ・里山」の質量的変化












が増加 してい る。中でも、モモやスモモなどの本 県を代
表する農産物で ある果樹や果実への被害が顕在化 してお
り、今後 さらに被害の増加が予想 される。そ こで、野生











目的 とした。果樹園 ・放棄果樹園に試験地を設定 し、果
樹への被害状況 を記録するとともに、赤外線 自動撮影カ
メラを用いて出現動物、出現時間帯、出現頻度 を明らか











減少 し、5:00以降はほとんど出現 しなか った。放棄した




とされたり、枝 を折 られる被害が発生 した。…方 、近接
66
する場所で電柵を設置 したところではイノシシの出現頻
度も低 く(図2)、枝折 りなどの被害 も発生 しなかったこ
とか ら、現在の ところ、簡易電気柵でも一定の効 果が見
られている。
大規模な果樹地帯である勝沼町や一宮町には、現在の
ところニホンザルの群れは確認 されてお らず、 また被害




樹への被害を発生 させることが懸念 されている。 したが
って、平成14年度には、大和村におけるニホンザルによ























6月上6月 中6月 下7月 上7月 中7月 下8月 上8月 中8月 下
モモ園(電柵あり)




































衛星データを情報源として、「緑被率 に近い値 を示 し、緑
被率 と等価に使用できる環境指標」を計算す る手法を開
発す ることである。具体的には甲府盆地内 を対象に、衛
星データか ら緑被率 に対 して一定の誤差範囲の 「疑似緑
被率」 を算出 し、目的に応 じた精度で提供で きる手法の
開発を目標としている。
本研究では1)衛 星デー タの標準化を行い、2>緑 被
率と標準化 された衛星データとの対応関係を解析 し、3)
解析結果を用いて標準化衛星 データを緑被率に変換 し.















分布図を作成 した(図 の左上)。次にこの調査 とほぼ同時
期のLandsatTM衛星データ(1994年9月20日)に対 しVSW
指数を用いた標準化処理 を行った(図 の右上)。この衛星
データの各セル(地 上の約30m×30mに相当)を 単位 と
して、緑被の分布を集計 して緑被率 を算出した(図の中
段 左)。得 られた緑被率 を目的変数、VSW指数データの
うち植生指数と土壌指数 を説明変数 として重回帰分析に
よって緑被率と衛星データの関係を定式化 し、衛星デー






































環境ホルモ ンの中でも特に女性ホルモ ン作用 を持つ化
学物質の汚染とその影響が懸念 されているため、本研究
ではオスの魚のメス化に着目して調査 を行った。
メス化の指標 としては、血清中に含まれ る卵黄 タンパ
ク質前駆物質 ビテ ロジェニ ン(Vtg)濃度を測定 した。
ビテロジェニンは産卵期のメスの肝臓で盛 んに合成 され、
血液 を介 して卵巣 に輸送 された後に卵に取 り込 まれて卵
黄タンパ ク質 となる。卵 を作 らないオスの血液には殆 ど
含まれないと考えられているが、女性ホルモ ン活性 を持
った化学物質や女性 ホルモ ンそのものに暴露 された場合
は、オスの肝臓で も誘導合成 され血液中ビテロジェニン
濃度がメス並に高くなることが知 られている。そのため、
オスの血液(血 清)中 の ビテロジェニ ン濃度 がオスの魚
のメス化の指標として使われている。
一方、河川水や湖沼水の女性ホルモ ン活性 を遺伝.子組









魚の採捕:地 引 き網(写 真1.2。カラー口絵7ペ ージ参
照。)、投網、刺 し網を用いた。














13日の桂川(上 野原)で の調査は、桂川 ・相模川流域ネ
ッ トワーク、桂川をきれいにす る会、及び桂川 ・相模川
流域ネッ トワークが主催 した 「ダム湖の魚類調査 ・コイ
表1採 捕 されたコイ、ヘラブナ、フナの血清中ビテロジェニン濃度範囲
オ ス メ ス 不 明(注)
採補地点 魚 種 採 補 日 尾
数












山中湖 コ イ 1999.S.10 5 0.1未満 8 0,1未満 ～2,400 13
桂 川(忍野} コ イ isss.io.s 10 0.1未満 、0.15 9 1,080-13,700 19
コ イ 1999.10.5 9 0.1未満 3 0.92-5,700 12
桂 川(上野原} コ イ 2001.10.135 0.1未満 、0,14 9 4-7,800 s 0,1未満 、0.12 20
濁 川 コ イ 1999.11.5 8 α1未満 9 0.34-7,500 17
荒 川 慌川㈱ コ イ 2001.3.15 7 0,抹満 5 0.1未満幌 〕.250以上 12
平等僑 嫉風橋) コ イ 2001.3.22 4 0,1未満 1 23 5
ヘ ラブナ 2000.ll.27z α1未 満 、0.6 1 250以L 3
河[湖 ヘ ラ ブナ zoos.io.isz 0.1未満 、0.13 10 1,100-4,500 13
本栖湖
コ イ 、 フ ナ 、
ヘ ラ ブ ナ
zoos.s.za z 0.1未満 3 0.1未満 、41、437 S










































れやすいと予想 され る。そこで、これらの魚種 を用いた





魚の採捕:地 引 き網、刺 し網、釣 りによって以下の場




湖 沼 名 採捕年月日 魚 種 採捕個体数
山 中 湖 1999.8.10 BB 15
zooo.s.is BB 7




本 栖 湖 2001.9.29 BB 4
四尾連湖 2001.10.17 BB 9
合 計 96










によって多数の タンパ ク質のバ ン ドが検出 される。ブル
ーギル とブラックバスの ビテロジェニンは分子量約17万
付近に検出 されるため、この部分の タンパ ク質量がサン
プル中ビテロジェニン量の指標となる(図1)。但 し、清



































図1SDSポ リア ク リル ア ミ ドゲル 電気泳 動 によ るブ ラ

























グループ2:女性 ホルモン様活性 が比較的高 く、活性 が
主に17β一エス トラジオールに代表 され る疎
水性物 質に由来す る地点(ミ ューズ館沖 、
勝山村西沖、鵜の島西)。
グループ3:女性 ホルモン様活性 が比較的高 く、活性 が










ニン濃度を指標として、オスの魚の メス化 を指標 として


























環境生理学研究室:永 井正則 ・臼井信男 ・佐藤昭子
緑地計画学研究室:池 口 仁 ・後藤厳寛












および血圧 、心拍数、視覚弁別能(臨 界ち らつ き頻度)
などの生理指標を気圧、温度、湿度などの気象条件 と伴








ス)を フィール ドとし、フィール ド内の植生 と温湿度条
件の調査 を行った。 この散策路 は、森に沿った草原(晴
天であれば高温、低湿)か ら小川沿いの森(中 温、中湿)









伴 う運動 は、体内での活性化酸素の発生を増や し、生体
への酸化 ス トレスとなる。平地よりも酸素濃度が低い高
原環境で運動 した場合の、酸化ス トレスの度合いを、平
地での運動の場合 と比較することを研究の 目的 としてい
る。平成13年度は、山梨大学構内(海 抜308m)をフ ィー
ル ドとして平地における運動の もたらす酸化ス トレスを
72
評価 した。被験者 に、最大心拍数の75%に達す る強度の
ランニングをさせ、遺伝子を構成す る塩基に与 える酸化
ス トレスの指標 としてランニングの前後における尿 中の






























嘉旨景た 圏 麗 魍團[iヨ
図 フィール ドとした散策路の特徴(晴 天日、9～10月)























































ウカン ・アブ ドラ(イ ン ドネシア、パ ジ ャジャ ラ ン大
























池口 仁:日 本造園学会幹事 ・総務委員 ・企画委員 ・ラ










宮崎忠国;日 本 リモー トセンシング学会理事、
制御学会 リモー トセンシング部会主査
計測自動
永井 正則:日 本 生理学 会評議 員 、 日本 自律 神経 学会 評 議











丁 文軍(DingWe〔加n,Ph,D,):環 境生 化学研究室 、
中国、科学技 術庁団[AFe皿ow(長期 〉
平成11年7月1日 ～平成13年6月30日
姜 兆 文(JiangZhaowen,Ph.D.):動物 生態 学研究






























































2-6-1誌 上発表 リス ト
阿 部 治,小 川か ほ る,北 原 正彦,陸 斉,桜 井善雄,林 公
義,原 正利(共 編)(2001)プロジェク ト ・ワイル ド本編
(日本 版)(米 国環 境保 全教育 プ ログ ラ ム読 本).390pp,






















な貧栄 養地 に生育 す る常 緑広 葉樹の 生活様式 に関す る研













北原 正彦,入 來 正躬,清 水剛(2001>日本 にお け るナ ガ
サ キアゲハ(%pf肋memηoηLinnaeus)の分布 の拡 大 と
気候温 暖化の関 係。 日本鱗翅学 会誌,52(4),253-264.
北原正彦,渡 辺牧(2001)富士山北麓青木 ヶ原樹海周辺







長 谷川 達也,小 林一男,姫 野 誠一郎,佐 藤雅 彦,遠 山千
春,保 坂 仁美,瀬 子義 幸(2001)バナ ジ ウムに よる メタ
ロチ オ ネ イ ンの誘 導 .Biomed.Res.TraceElements,
12,346346.
姫 野誠 一 郎,小 林一 男,長 谷 川達 也,瀬 子 義 幸(2001)









ョン トラック年代測定.山 梨県立考古博物館 ・山梨県埋
蔵分化財センター研究紀要,18,77-78.
輿水達 司.京 谷 智裕,岩 附正 明,戸 村 健児(2001)富士
山北麓 で採取 され た大 気エ ア ロゾル の粒子 化学 特性 と湖










京谷智裕,輿水 達司(2001)富士山北麓 におけ る降水 中硫






























































































輿 水達1.d,阿部 芳郎,戸 村 健 児(1997)遺跡 出t黒 曜{iの被熱 痕 跡
とそ の背 最:石 器 製 作 作業 の 復 元の ため の理 化 学 的 研究.考 占学 ジ
ャー ナ ル,420,3265、
輿水 達 司,酒 井 陽 ・,戸村 健 児,大 ドー政(1 98)地球 環 境 変 化 の
健康 へ の 影 響 一地 球 科 学 よ り一.地 球 環 境,2,2,215-220,
小林浩,輿 水達司(1999)富士山麓及び甲府盆地周辺に位置する地
卜水及び湧水中のリン起源.日本地下水学会誌,41,177・191.
小 林 浩,輿 水達r51(1999}山梨 県 内の 主 要河 川 に お け る リンの 起 源









小 林 浩,輿 水達 司(1999)山梨 県 の地 下 水 ・湧 水 ・河川 水 の リ ン濃
度,II1梨県衛 生 公害 研 究 所 年報,42,69・73.
小 林 浩,輿 水達 「.4(1999)山梨 県 の地'下水 ・湧 水 ・河川 水等 の バ ナ
ジ ウ ム起 源 一 ミネ ラル ウ ォー ター 等 の バ ナ ジ ウ ム含 有 量 か らの 考
察 一,山 梨 県衛 生 公害 研 究 所年 報,42.81・85.
輿 水 達 司(1999)柏台1遺 跡 出土 黒 曜石 の フ ィ ッシ ョ ン トラ ック年













小 林 浩,輿 水 達 司,深 澤 龍.京 谷 智 裕,内 山 高,岩 附 正 明(2000)









輿 水 達 司(2000)富 士 山 周 辺 の 高 バ ナ ジ ウ ム水.Ill梨地 学,42,
zazs.
與水 達 司,小 林浩(2000)富士 山 北麓 地 域 の地 下 水 ・湖 水 中 の 微 量







京谷 智 裕(2000)10,生活環 境 と大 気汚 染.国 際環 境 専門 学 校(編 〕




内 山 高(2000)山頂 の 景 観 と地 形 ・地 質,八 ヶ岳 団体 研 究 グル ー プ
(編著)八 ヶ岳 火 山 一 その 生 い た ち を探 る一,22・40.ほお づ き書 籍,
長野.
輿水 達 司,京 谷智 裕,岩 附正 明,戸 村 健 児(2001)富士 山 北麓 で 採
取 され た 大気 エ ア ロゾ ル の粒 子 化学 特 性 と湖底 堆 積 物 中 の 黄砂 へ の
適 用.Proceedi㎎softhellthSymposi㎜onGe{トEnvimnmentsand
Geo-Technics,297-302.










内山 美恵 子,八 ヶ岳 団体 研 究 グル ー プ(2001)八ヶ 岳南 東 麓 に分 布
す る湖成 層 の縞 状 堆 積 物 につ いて.第 四 紀,33,65・80.
内山 高(2001)テフラ 層序 に よ る後 ・中 期 更新 世 南 八 ヶ岳 火il.1層序
の再 検 討.第 四 紀,33,3564,
輿 水達 司(2002)横針 前 久保 遺 跡 出土 黒 曜{fのフ ィッ シ ョ ン トラ ッ
ク年代 測 定,山 梨 県 立 考 占 博物 館 ・山梨 県 埋蔵 分化 財 セ ン ター研 究
紀要,18,77-78.
輿 水 達i〒1、内 山高(2002)富士山 の 火 山防 災一 山 梨 県環 境 科 学研 究





京 谷 智裕,輿 水 達司(2002>蛍光X線分 析 法 に よ る湖底 堆 積物 中炭 素









関 川 清広,鞠 子 茂(1997>コモ チマ ン ネ ングサ 〔5edロπ1bulb旋川m
Makino)のむ か ご生 産 に 及ぼ す.光強 度 の 影 響.玉 川 大 学 農 学 部 研
究 報 告,37,39・48.
関川 清 広,鞠 子 茂,木 村 允(1997)コモ チ マ ン ネ ン グサ(5edロm
bロ'b漉rumMakino>の個 体 成 長 に 及 ぼ す光 強 度 の 影 響,玉 川 大 学


















丸 田恵 美子,中 野 隆 志(1999)中部 山岳 域 の 亜高 山帯 針葉 樹 と環 境








大 塚 俊 之,根 本 正之(1999)ミゾ ソバ を利 用 した小 河 川 の 富栄 養 化















山 村 靖 夫,藤 田 和 美,須 藤 眞 平,木 村 和 喜 夫,本 間 曉,高 橋 壮 直,
石 田厚,中 野 隆 志,船 越 眞 樹,木 村 允(1999〕小 笠 原 に お け るギ ン











恥rola血carnataFisch,「寒 冷 な 貧栄 養地 に生 育 す る常 緑 広 葉 樹 の


































今 木洋 大,泉 山 茂之,岩 丸 大 作,岡 田 充 弘,岡 野 美 佐 夫,蒲 谷 肇,
小 金沢 正 昭,白 井 啓,森 光 由 樹(1998)関東 甲信 越 に おけ る ニ ホ ン








北 原 正彦(1998)肉食性 の チ ョウ,革 原 に すむ チ ョウ.甲 州 昆 虫 同




阿 部治,小 川 か ほ る,北 原 正彦,陸 斉,桜 井 善雄,林 公 義,原IE利
(共編)(1999)プロ ジ ェ ク ト ・ワ イル ド水辺 編(日 本 版)(米 国 環
境 保 全教 育 プ ロ グ ラ ム読 本).246pp.財団 法 人 公 園緑 地 管 理 財 団,
東 京.
居村 純 子,小 金澤 正 昭.今 木洋 大,丸 山 直 樹,和 出 一雄(1999)[1

















阿 部治,小 川 か ほ る,北 原 正彦,陸 斉,桜 井善 雄,林 公義,原 正 利
(共編 〉(2001)プロ ジ ェク ト ・ワ イル ド本編(日 本 版)〔 米 国 環境
保 全教 育 プ ロ グ ラム読 本).390pp.財団 法 人 公園 緑 地 管理 財 団,東
京.
原 田 正子,神 崎 伸 夫,丸 山 直樹,今 木洋 大(2001〕山 梨 県 に お け る






北 原 正彦,入 來 正躬,消 水剛(2001)日本 にお け るナ ガ サ キ アゲ ハ
〔飴 ρ苗omemπoπLinnaeus)の分布 の拡 大 と気 候温 暖 化 の 関係.日
















中室 克彦,中 西 勝 仁,奥 野 智 史,長 谷川 達 也,佐 谷 戸安 好(1997)
セ レ ン化 合物 の 経 口 投 与 に お け る メ チ ル化 代 謝 の比 較,衛 生 化 学,
43.182-189.
中室 克彦,奥 野 智 史,長 谷川 達 也,佐 谷 戸安 好(1997)活性酸 素 に
対 す る セ レ ン化 合物 の消 去作 用,Biomed.Res,欺eElements,8,
265266.
奥野 留 史,長 谷 川達 也,佐 谷 戸安 好,中 室 克彦(1997)市販 健 康 食
品 中 の セ レ ン含 有 景 な らび に その 存在 形 態 に つ いて,Biomed.Res.
TraceElements,8.267-268.
佐 谷 戸 安好,中 室 克彦,長 谷 川 達也(1997)セレ ノシ スチ ンの メチ
ル化 代 謝 と毒 性 発現 機 構.薬 学 雑 誌.117,665・672.







長 谷 川 達 也,保 坂 仁美,奥 野智 史,中 室 克 彦,瀬 子義 幸(1998)セ










長 谷川 達 也,瀬 子 義幸(2000)生体 およ び環 境 試 料 中バ ナ ジ ウ ムの
形態 分析.Biomed、Res.Tla㏄Elements,11,441-442.
姫 野 誠 一 郎,志 田 留 美,小 林 一 男,長 谷 川 達也,瀬 子義 幸,井 村 伸
正(2000)3価の 金属 に よ るメ タロ チオ ネ ィ ン誘 導.微 量 栄 養 素研
究,17,37・40.
奥野 智 史,長 谷 川 達也,中 室克 彦(1998)セレ ノメ チ オニ ンお よび





奥野 智 史,長 谷 川 達 也,佐 谷 戸安 好,中 室 克 彦(1998)市販 健 康 食
品 の 金 属 元 素 含 有 量 一 セ レ ン錠 剤 中 セ レ ンの 存 在 形 態 一,Biomed.
Res.TraceElements,9,2,63-69.
瀬 子義 幸,丁 文 軍,保 坂 仁 美,高 橋 幸 治,長 谷川 達也(2000)富士








長 谷川 達 也,保 坂 仁 美,高 橋 幸 治,瀬 子 義 幸(1999)HPLC/ICP・
MSシ ス テ ム に よ る 生 体 内バ ナ ジ ウ ム の 測 定 法 の 検 討.Biomed.
Res.TraceElements,10,273274.
瀬 子 義 幸,長 谷 川 達 也,保 坂 仁美,宮 崎 忠 国,杉 田幹 夫(1999)山


























長谷川達也,保 坂仁美,高橋幸泊,丁 文軍,瀬 子義幸(2㎜)バ ナ
ジウム化合物の毒性に対する還元型グルタチオン枯渇化の影響.
長 谷川 達 也,小 林 一男,姫 野 誠一 郎,佐 藤 雅 彦,遠 山 千春,保 坂 仁
美,瀬 子 義 幸(200Dバ ナ ジウ ム に よ る メ タ ロチ オ ネ イ ンの 誘 導.
Biomed.R s,TraceElements,12,346346.
姫野 誠一 郎,小 林.一男,長 谷 川達 也,瀬 子 義 幸(2001)マンガ ンに















厳 島行 雄.内 藤 佳 津 雄,臼 井信 男,岡 部康 成,小 泉 昌 司,横 田 正 夫,
原富 夫(1997)精神 分 裂病 患 者 の顔 認 識 の反 復 プ ラ イ ミン グ.電 子




和 田万 紀,永 井 正則q997)香 りと 自律 機 能.Aromatopia、6,31-
33.
和 田万 紀,永 井iE則,長 谷 部 ヤ エ(1997)香り と 白律機 能.生 理 心
理学 と精 神生 理 学,15,96.
浅 川和 美.奥 村rf合恵,和 田 滋 子,村 松 愛 子,石 井 くみ 子,田 丸 早
苗,菅 沼 真由 美,永 井 正 則(1998)清拭 く に よ る局 所 循環 促進 効




































柴 田 正章(1997)視索 前野 温 度 感受 性 ニ ュ ーロ ンの機 能 的 意義.自































































本郷 哲 郎( 999)第6次 改 定 日本 人 の 栄 養 所 要 量(3)セ レ ン.
臨床 栄 養,95,706・711,





本 郷 哲 郎(2000)第六次 改 定 日本 人の 栄 養 所 要量;無 機 質(ミ ネ ラ
ル)所 要 量:微 量元 素:セ レ ン、 亜鉛 、 クロ ム.田 中 平三(編)公
衆 栄 養 学,127-130.南江堂,東 京.
本郷 哲 郎(2000)セレ ンの 生 理機 能 と栄 養 と しての 意 義.JJPEN輪
液 栄 養,22、147-152.
本 郷 哲 郎(2000)セレ ンの 生 理 機能 と食 事摂 取 基準.Contemporary
HeahhDigest,15,1-6.
本郷 哲 郎(2000)地域保 健 活動.民 族衛 生,66(増 刊 号),68-81




宮崎 忠 国(1997)環境 情 報 とGIS:国立 環 境 研 究 所 地球 環 境 研 究 セ



























宮崎 忠 国(1998)アフ リ カの環 境 変 化.高 等 学校 地 理 歴 史 地 図,二
宮書 店 編 集部(編),PP,5〔ト51.










杉 田 幹 夫,安 岡善 文(2000)NOAA/AVHRRデー タ とLAND蹴 ノTM
デ ー タの ス ケー リン グに よ る土地 被 覆 の 画素 内 面 積比 率 推 定.日 本



























萩 原未 央,白 石浩隆,北 原正彦,西 田隆 雄(2001)ス ミ
ス ネズ ミ(Eo`heηomyssmf出血)に お け る精 子発 生 の季







長谷川達也,保 坂仁美,正 脇健次,瀬 子義幸(2002)5
価のバナジウム化合物の代謝ならびに毒性発現 に対す る

























後藤厳 寛,池 口仁,武 内 和彦(2001)観光 フェ ノロ ジー
長谷川 達也,小 林 一男,姫 野 誠一郎,佐 藤 雅彦,遠 山 千
春,保 坂仁 美,瀬 子 義幸(2001)バナ ジウ ムに よ るメ タ
ロチオネ インの誘導,第12回 日本微 量元素学 会,東 京,
長谷川 達也,小 林 一男,姫 野 誠一郎,佐 藤 雅彦,遠 山 千
春,保 坂仁 美,瀬 子 義幸(2001)バナ ジ ウムに よ るメ タ
ロチ オ ネイン誘導 に関す る研究 .メ タロチオ ネイ ン2001,
仙台.
長谷川 達也,瀬 子義 幸(2001)バナ ジウム投与 後の 金属
結合 タ ンパ ク質の スペ シエ ー シ ョン:MTノ ック ア ウ ト
マ ウス によ る検 討.第4回MTノ ックア ウ トマ ウス研 究
会,富 士宮.
姫野誠一郎,小 林一男,長 谷川達也,瀬 子義幸(2001)
マンガンによるカ ドミウムの精巣障害の抑制.第12回 日
本微量元素学会,東 京.









姫野誠 一一郎,大 城太一,国 本学,小 林一 男,長 谷川達 也 ,
86
瀬 子義 幸(2001)マンガンおよび コバ ル トに よる カ ド ミ
ウム毒性 の軽 減,メ タロチオ ネイン2001,仙台.
姫野 誠一郎,大 城 太一,国 本学,小 林.一男,長 谷川達 也,
瀬子 義幸 〔2001)2価の金属 に よるカ ドミウム毒性 の軽
減.フ ォー ラム2001:衛生薬学 ・環境 トキ シコ ロ ジー,
金沢.






姫野誠一郎,高 橋麻利子,国 本学,長 谷川達也,瀬 子義
幸(2002)カドミウムとマンガンの相互作用における動
物種差.日 本薬学会122年会,千 葉.

































北 原正彦,入 來 正躬,清 水剛(2001)日本 にお けるナ ガ
サキアゲハ(ぬp伍omemηo刀Linn eus)の分布の拡大 と
気候温 暖化の関係.野 生生物保護 学会2001年大会,兵 庫,















小林 一男,廣 瀬未 沙,姫 野誠一郎,佐 藤雅彦,遠 山千春,
長 谷川達也,瀬 子義幸(2001)マンガンに よる イン ター
ロイキン6を 介 した メ タロチ オネ イン誘導.メ タロチオ
ネ イン2001,仙台.
梶原通代,宇 野忠,柴 田政章,大 河原進,吉 永秀(2001)
















輿水達司,内 山高,吉 澤一家,山 本玄珠(2001)富士山
麓本栖湖畔のボー リングコアの層序.日 本地質学会第108
年学術大会,金 沢.
鞠 子 茂,三 村 愛 美,戸 田任 重,大 塚 俊 之,中 野 隆 志
(2002)寒冷地 生態 系 にお け る大気 ・土壌 間CO,、CH、、
N。0フラックスの測定.環 境科学会2001年会,甲 府.
三浦伸彦,喜 多川 大,阿 形直樹,長 谷川達也,瀬 子 義幸,
永沼 章(2001)カ ドミウム に対 す る細胞 応答 におけ る メ






硫酸 イオ ンの起源.第11回環境地質学 シンポジウム,東
京.



























































大塚俊之,安 部良子,中 野隆志,鞠 子茂(2002>富L北
麓剣丸尾アカマツ林における炭素 フラックスと生態系純
生産量 〔NEP).第49回日本生態学会,f山台.
酒井治子,本 郷哲郎,小 笠原輝,林 薫,長 島雅江(200D
山梨県上野原町における地域特性に対応 した健康 ・食教
育の検討.第60回日本公衆衛生学会,高 松.
酒向宏範,大 塚俊之,内 田雅己,津 田智,小 泉博(2002)
森林伐採跡地の焼畑前後 における土壌CO2フラックス.
第49回日本生態学会,仙 台.












新谷健 ・一,大 塚俊之,安 部良子,鞠.f茂(2002)富 士山
麓剣 丸尾溶岩 上 に生育す るアカマツ林の 土壌呼 吸 につ い
て.第49回 日本生態学会,仙 台.
杉田幹夫(2001)衛星データを用いた富士北麓の経年変








田邊裕美,中 野隆志,安 部良子,大 塚俊之(2002)富士
111溶岩流上に成立 したアカマツ林の物質生産、物質分配
と窒素利用.第49回日本生態学会大会,仙 台.
高松潔,堀 良通,中 野隆志,安 部良子(2002)標高及び
光環境の違いが富士山亜高山帯でのカニコウモ リの生育
に及ぼす影響.第49回日本生態学会大会,仙 台.
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個人 ・家族 ・自由学習団体等の状況を表1に 示す.
表1環 境学習室利用者数
個人学習 自由学習団体 計
4月 546 3 93 639
5月 1,007 11 699 1,706
6月 415 4 142 557
7月 724 4 56 780
8月 1,527 2 71 1,598
9月 519 5 127 646
10月 477 5 245 722
11月 559 3 119 678
12月 205 1 16 221
1月 zsz 1 6 258
2月 171 0 a 171
3月 427 0 a 427








機 を利用 したチャレンジクイズを実施 した。また、エン
トランスホールの掲示や展示物 を工夫 したり、研究所周
辺のネズ ミやメダカを飼育展示 しなが ら、利 用者が興昧
をもてるよ うに して きたが、今後 もさらに検討 していく
必要があるだろう。
3-1-2生 態観察園 ・自然観察路ガイ ドウォーク
(利用者数305名)
本館来所者の うち希望者に対 し、自由参加で生態観察
園 ・自然観察路の スタッフ解説付 きガイ ドツアーを実施
した(概要は下に示す)。今後 さらに基本的な内容を検討
し、利用者の増加と学習効果の向上 をねらいたい。
開催 日:5月 一10月 土曜 ・日曜 ・休 日
7月20日一8月31日 は月曜 を除 く毎 日実施 した。
3-1-3学 習プログラム 「環境教室」
(受講者数167団体12,704名)
来所す る団体 を対象として、生態観察園等 を利用 して
自然環境の保全の重要性を考えるほか、水 ・大気 ・森林
等、日常生活が原因 となっている地球規模の環境問題に
ついて環境学習室 ・研修室 を利用 し、身の回 りの ことか













団 体 種 別 団 体 人 数
小 学 校 sa 5,761
中 学 校 39 4,603
高 等学校 5 872
大学生 ・成人 26 821
子供クラブ等 13 647
合 計 167 12,709
93
表3月 別県内外受講者数
月 県 内 県 外 計
団 体 人 数 団 体 人 数
4月 7 682 3 426 i,ioa
5月 zi 2,110 9 799 2,909
6月 13 923 11 1,145 2,071
7月 9 429 11 1,006 1,435
8月 z 161 9 354 515
9月 7 45S 4 417 875
10月 31 2,309 7 673 2,977
11月 12 468 2 34 502
12月 0 0 1 17 17
1月 a 0 0 0 a
2月 3 9S a 0 98
3月 5 197 a 0 197









県外への周知は インターネッ トや旅行代理店か らの情






ことが予想 される。当館 は環境省による 「総合環境学習






せ ない ところである。 また、多様 なニーズに答 えるため
に、成人向けのプログラムも更に充実 してい く必要があ
る。
引率 して きた教師 に対 して実施 したアンケー トによる
と、内容の評価は非常に高く、特にスタッフの応対に関
してはほぼ満点の満足度を得ている。























親子 を対象に体験活動 を取 り入れながら、身の まわ り
の自然や環境に目をむける講座を実施 した。
ア.森 の中の図画工作1「 みんなの森を描 こう!」
平成13年5/12(受 講者数42名)
身の まわりの自然に目を向け、森や林で生 きている
野生動物の存在 を知 り、絵に表現することを通 して森
林の減少と自分たちの生活との関わりに気づ くことを
目的とした講座 を開講 した。




ラクターバ ー ドと板ハガキをとりあげ、親子で板 に野





























果などを取 り入れ、わか りやすい内容で構成 した県民対
象の講座 を開催 した。
ア.テ ーマ:「 五感を通 して環境を観る」
平成13年6/24(受 講者数20名)
講 師:1三 浦佳代(九 州大学大学院教授)
H永井正則(当 研究所環境生理学研究室)
内 容:1「 快い環境 とは何か一人間環境学への招待」
皿 「快適環境 と健康」
イ.テ ーマ:「 すがたを変 える里山一鳥獣害 と里山の関
わり一」
平成13年11/11(受講者数10名)
講 師:1上 田弘則(当 研究所動物生態学研究室)
H池口 仁(当 研究所緑地計画学研究室)
内 容:1「 野生動物による果樹被害」








































富士山や自然生態系の成 り立ちについて観察 を通 して
















































(協力 中川雄三 村松正文 湯本光子)


















































昆虫 を中心とした、数多くの無脊椎動物 の暮 ら しぶ
りや体の仕組みなどを紹介 した。(協 力 早見正一)




















ウ.「や まな し地球環境 映画会'01











合 計 n 31,067
(考 察)









学習備品等の貸 し出 しは、従来からの 「総合環境学習
ゾーンモデル事業」により環境省か ら提供 された備品の
貸し出 しに加 えて、企画展示で作成 した写真やパ ネルの
貸 し出し依頼が増 え、公共機関やイベ ン トなどでの展示
97










































一 般 書 7,555冊
児 童 書 1,520冊
参 考 図 書 906冊
和 書 富士山関係 111冊




ビ デ オ 479点




和 雑 誌 紀 要 73タイ トル
行政資料 184タイ トル逐 次
刊 行 物 小 計 377タイ トル
洋 雑 誌 120タイ トル
合 計 497タイ トル





4-3ネ ッ トワー ク
研 究所 の ネ ッ トワ ークは次 頁の 図に示 す とお り、 本館
1ムNとイ ンター ネ ッ ト ・セグメ ン ト(1.S.)とに大 き く分
かれ 、その 間は フ ァイ ア ーウ ォール(FW)に よ って選
択 的 に分離 ・接 続 され てい る。本 館LANは 、環境 情 報 デ
ー タベ ー ス ・サ ーバ 、学 術情報検 索用端 末 、情報 閲 覧 用
端 末、総務 部門の端末 な どか ら構成 され る。
1.S.には 、 本 館 に電 子 メ ール サ ーバ 、DNSサ ーバ 、
HTrpサーバ な どが置 かれ、2つ の棟の間 に敷設 され た光
ケ ーブル を介 して 、研 究棟 の端末 が接 続 され てい る。 研
究所の1.S.を、専用 回線(192kbps)で県庁1.S.に結 び 、県
庁1.S.から専用回線経 由 で民 間の イン ター ネッ トサ ー ビス
プロバ イダーσTCN)と接続 して お り、電 子 メールの 送受
信 、WWW(WorldWideWeb)閲覧をは じめ 、種 々の イ
ン ターネ ッ トサ ービスが利 用可能で ある。
4-2利 用状況
環境情報 センター利用者数 15,682人
図書個人貸出 人 数 674人
冊 数 1,999冊




図書団体貸出 件 数 5件
冊 数 53冊
ビデオ利用 人 数 1,278人
本 数 593本
CD-ROM利 用 枚 数 189枚
レファレンス(調 査相談) 192件
環境情報 センターでは環境に関す る資料の収集および
情報提供 を行っているが、開所から5年 が経過 し、今年
度よ うやく図書の所蔵数が1万 冊を越 えた。逐次刊行物


























デ ー タベ ー ス サ ーバ
WindowsNrrサーバ
NetWareサー バ
学 術 情報 検 索 ・













































4-4イ ン ターネ ッ トによる情 報提供
研 究所 の ネ ッ トワー クを利 用 し、研 究所 内に設 置 した
HTrpサーバ ーに よ りwww情 報提供 サ ー ビスを行 ってい
る 。 ホ ー ム ペ ー ジのURLはhttp:〃www.yies.pref,
yamanashi.jp/であ る。
平 成13年度 は、 ホー ムペ ージの デザ イ ンを リニ ュー ア
ル し、環境 情報提 供 シス テムの中で提 供 して い る 「身近
な 自然 ク イズ」 を新 たに加 えた。 また、環境 教育 のペ ー
ジ、ニ ュー ズ レター、山梨 日日新聞 に掲載 され た研 究所
に関す る記事等 については、情報 を随 時更新 した。
環境 教育事 業の概要2000
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(1)自然環境(自 然環境特性、大気 ・水質、地形 、気候、
土地分類、動物、植物)












































25 川口市分析セ ンター結果報告 1995
26 大宮の環境 1996
z7 所沢市の環境 1996





33 中央区の環境保全 ・公害防止の概況 1996
34 [中央区]環境調査集 1995
35 リサ イクルハ ン ドブ ックち ゅうお う 1996
36 港区の環境資料 1995
37 江東区の公害 1995
38 よりよい環境 を求めて 1997
39 しながわの環境 1996・1997
40 自然と文化 とやす らぎの街 1997
41 大気汚染 ・騒音振動移動調査結果報告書 1995
42 大気汚染等常時測定局測定結果報告書 1996
43 荒川区の公害(資料集) 1996
44 かん きょう観察報告書 1995
103
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90 生涯 学習 メニューブ ック 1999
91 山梨の情報教育 1999
104





96 III梨県環1尭科学li堆究所環 」党教育.事業の概要 1999
97 lll梨県の 水道 1998・1999
98 県勢 ダイジェス ト 1996～2000・欠1998
99 富 卜占田の環境 1995・1997
100 統計ふ じよ しだ 1994・1997
101 FtiJIYOSHIDA 1997
ioz 長野 県環境 白i.1.} /997-1999
103 岐阜県環境rけ1亨 1997-1999
104 嗣 司県環境白llF 1997一一一1999
105 はままつの環境 1996






--1 重 県環境rll痔 1996・1998
113 四日市市の環境保全 /99fi
119 四 【hli市環境 計lllli年次 報告 〒辱 1995
its 四1田fのかん きょ う 1996
its 滋 賀県環境 白1:1昏 1997一一2000
117 滋賀県環境白1.1}資料編 1997-2000
--3 滋賀の環境 1997～1999・2001
119 京者附 環境rl、⊥} 1997一一1999
izo 大阪府環境臼ll.1 1996
121 大 阪lli環境 白1.1亭 /996…1999
i2z [大阪市]か んきょう読本 1997・1999
IZJ 堺の環境 1996
124 守口市の公害 1996-2001
ras 与短 ∫市 公害1'h皇} 1996
12G 兵庵 県環境 白1.1} 1997一一1999
1'L7公共用水域の水質等測定結果報II} 1999




132 尼崎ll∫公害監 視セ ンター年報 1995








140岡 山県環境白書 概要版 1998
141 岡山のかんきょう 1996






























172 環境保全研究成果ダイジェス ト集 1997・1999
173 鳥獣関係統計 1986・1987・1996
174 [国立環境研究所]研修実績報告 1997
175 [国立環境研究所]研 修評価アンケー ト 1997
176 [国立環境研究所]研修計画書 1999
177 環 日本海環境協力会議報告書 1996(5)・1997(6)
178 国土地理院時報 87・90
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5S 人工炭酸泉研究会雑誌 第1巻 第1号 一第2巻 第2号
59 水道協会雑誌 第67巻第4号 一第68巻第12号
so 地学雑誌 Vo1.110No.1一
61 地質 ニ ュース 第559号(2001.3)一
62 日本薬剤師会雑誌 Vo1.50No.12-Vo1.52No.12
63 フ ァルマ シァ Vo1.34No.1-Vo1.35No.12
64 フー ドケ ミカル Vo1.14No.7-Vo1.14No.9
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5交 流
5-1公 開 セ ミナ ー ・シ ンポ ジ ウム
●山梨県環境科学研究所富士山シンポジウム2001
一心のふるさと 「富士山」 との共生 を目指 して一
平成13年8月10日一11日
分野別発表


















物相 についての全般的な解説があ り、その後で、主 と
して演者の研究から明 らかになった富士山の トビムシ






種 が確認 され、その中でもテンの行動圏構造やロー ド
キルの発生状況等細かい解説があった。 また五合目以
上の聞 き取 り調査から、登山客 と野生動物の間に相互













































た自然 との関わりの中から独自の文化 を育んで きた。ラ
イフス タイルや生業活動の変化に伴 なって、身近 な自然
との関わ りが希薄となり、その結果 、自然の生態系の側
も、また人々の暮 らしの側 も大きく変化 して きている。
富士山を囲む北麓地域の自然 ・文化資源が持つ価値を 日
常生活とのつなが りの中で明 らかにするとともに、それ






















礎研究 は環境問題 を解決する研究にはな らないと考え
る人もいるが、地球温暖化の問題、環境ホルモンの問
























全 してい くことで参加者の意見は一致 していたと思われ
るが、 目指す姿のイメージはパ ネラーごとに温度差が感





























把握 し、熱中症 を防 ぐための注意点、かかって しま
ってか らの対処の方法について述べた。 また、当研









疫能 にさまざまな影響 を与 える。大学生を被験者に
したわれわれの実験で も、ス トレスにより血圧 が上
昇するのは避 けられないことがわかった。ス トレス
の心身への影響が避け られないとすれば、ス トレス




















































6研 究 所 の 体 制
6-1構 成 員
所 長




鈴 木 継 美
(元環境庁国立環境研究所長)
武 内 和 彦
(東京大学大学院農業生命科学研究科教授)
和 田 一 雄
(元東京農工大学農学部教授)
総務課
課 長 岩 澤 広 一
総務担当
副 主 査 藁 科 幸 一
主 任 羽 田 勝 也
技 術 員 小 山 真 紀
臨 時 職 員 勝 俣 幸 子
環境教育
主 査 渡 邊 久 幸
副 主 査 小 ロ 尚 良
非常勤嘱託 倉 澤 和 代
非常勤嘱託 白須真由美
非常勤嘱託 櫻井みよ子
臨 時 職 員 円 谷 桂 子
環境情報センター
主 任 長 沼 浩 枝
主 任 堀内ゆき江
研 究 員 杉 田 幹 夫(兼務)
研 究 員 池 口 仁(兼務)
自然環境研究部
部 長 瀬 子義 幸
地球科学研究室
主幹研究員 輿 水 達 司
研 究 貝 内 山 高
臨 時職 員 高橋美乃里
植物生態学研究室
研 究 員 中野 隆 志
研 究 員 大 塚 俊 之
臨 時職 員 安 部 良 子
動物生態学研究室
研 究 員 北 原 正 彦
非常勤嘱託L田 弘 則
臨 時 職 員 渡 邊 牧
環境生化学研究室
主幹研究員 瀬 子 義 幸(兼務)
研 究 員 長谷川達也
臨 時 職 員 小 林 仁 美
環境健康研究部
部 長 柴 田 政 章
環境生理学研究室
研究管理幹 永升 正 則
非常勤嘱託 臼井 信 男
臨 時 職 員 佐 藤 昭 子
生気象学研究室
特別研究員 柴 田 政 章 〔兼務)
研 究 員 宇 野 忠
臨 時 職 員 梶 原 通 代
人類生態学研究室
主幹研究員 本 郷 哲 郎
研 究 員 小笠原 輝
臨 時 職 員 高 山美 和
地域環境政策研究部
部 長 宮 崎 忠 国
環境計画学研究室
特別研究員 宮 崎 忠 国(兼務)
研 究 員 杉 田 幹.夫
臨 時 職 員 佐 藤 美 紀
緑地計画学研究室
研 究 員 池 口 仁
非常勤嘱託 後藤 厳 寛
臨 時 職 員 遠 山 文 子
倫理委員会
委 員 長 入 來 正 躬
委 員 二 井 真機
柴 出 政 章
宮 崎 忠 国
動物実験倫理委員会
委 員 長 入來 正 躬
委 員 二 井 真機
輿 水 達 司
永 井 正 則
杉 田 幹 夫
111
動物運営委員会
委 員 長 永 井 正則
委 員 羽 田勝 也
上 田弘 則
瀬 子 義 幸
宇 野 忠
中央機器運営委員会









長 輿 水 達 司
員 藁 科 幸 一































委 員 長 永 井 正則
委 員 藁 科 幸 一
中野 隆志
本 郷 哲 郎
池 口 仁
ネッ トワーク管理委員会
委 員 長 宮 崎 忠 国
委 員 羽 田勝 也
小 口 尚 良
長 沼 浩 枝
大 塚 俊 之
宇 野 忠
杉 田 幹 夫
池 口 仁
毒物 ・劇物及び特別産業廃棄物管理委員会














附 属 棟 コ ンク リー トブ ロック造 り
地 上1階
171.277m
管 理 棟 コ ンク リー トブ ロック造 り
地上 一階
95.280m'




























動物飼育観察室 ク リ ー ン ラ ッ ク
冷 凍 庫 室 超低温槽(一150℃)
ク リー ンル ー ム クリーンルーム及び内部機器
敷 地 内 露 場 気象観測システム
α線測定器
地震計
地 球 化 学 ドラフ トチ ャンバ ー




グ ロースキ ャビネ ッ ト















ドラフ トチ ャンバ ー
環 境 生 化 学 マ イ ク ロ プ レ ー ト リ ー ダ ー
実 験 室 高速液体クロマ トグラフ
高速液体クロマ トグラフ質量分析計
ICP-MS試 料導入装置






生 気 象 学 テ レメ トリーシ ステム
実 験 室 自律神経シグナル測定システム
脳血流測定システム
マイ クロウェーブ分解装置





ドラフ トチ ャンバ ー
画像解析装置
環 境 計 画 学
地理情報装置
スペ ク トル ラジオ メー ター
実 験 室 3次元画像解析装置
サ ー モ ビ ュ ア ー
緑 地 計 画 学
実 験 室
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